
スイカズラ科の落葉低木で、写真の灰赤
褐色の部分は冬芽である。中央の球形のも
のが花芽で長さは１０mm程度、両側に対生
しているのが葉芽で長さ１０～１５mmある。
葉芽は軟毛におおわれているだけで裸出
しており、表面をよく見ると葉の葉脈と同
じように凹凸がある。夏には手のひらより
大きくなる葉のもとである。
冬芽は、普段とは異なった植物の表情を
見せてくれる。

ゴミムシダマシ科に属する体長が２㎝を
超える甲虫の一種。腐った木の内部に幼虫
が生息することから、雑木林に多い種類で
あるが、信濃川の河川敷でも少なからず観
察できる。
成虫は人に見つかると木の裏側に回って
逃げる習性があり、おそらく和名はこの行
動にちなんで名付けられたと思われる。
幼虫はハリガネムシ状であり、冬季には
大型幼虫が朽ち木に多く見られる。

ナガ
オカ
�
ネイチ

ャー�
スコ
ープ
�
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～常設展示室、資料入れ替えのご案内～

8

し尿のくみ取りは、12月28日
eまで受け付け、12月29日f～
１月３日dは、お休みします。
１月４日eからは、平常どお
り業務を行います。
なお、業務の混雑状況や降雪

状況により、申し込みからくみ
取りまで日数がかかる場合があ
りますので、早めにお申し込み
ください。
また、作業ができるように、

くみ取り口の除雪とくみ取り車
の駐車場所の確保にご協力をお
願いします。

申し込み＝長岡市環境衛生公社
124・9310

し尿のくみ取り

12月５日から、常設展示室の展示資料を一部入れ替えます。新しく
展示する資料とその展示場所をご紹介します。ぜひご覧ください。

「新潟のあゆみ」展示室の新しい資料
・中世の新潟
川中島合戦図屏風左隻、大阪城所蔵
上杉謙信画像、上杉謙信并ニ臣像
・古代・中世の文化交流
門新遺跡出土漆紙文書、緒立遺跡出
土人面墨書土器、木崎山遺跡出土地
鎮具、山田郷内遺跡出土呪符木簡など
・近世・近現代の人物
良寛賛鈴木牧之画山水画、鈴木牧之
の六十賀張合わせ、柴田収蔵の代烟
筆記、森田千庵の西語名寄
・近現代の新潟
北征将軍御凱陣越後通過図、第六十
九銀行五円紙幣、信濃川流域平面図など

「米づくり」展示室の新しい資料
・土づくりの努力
大潟悪水吐絵図
・協力と工夫の米づくり
四季耕作図屏風、
農耕図彫刻(欄間)など

県立歴史博物館は、今年８月１日の開館以来、これまでに８万人を
超えるみなさんに来ていただきました。来年も各種イベントを予定し
ておりますのでみなさんご来館ください。

問い合わせ＝県立歴史博物館
〒940－2035 長岡市関原町１丁目字権現堂
†４７・６１３５　FAX４７・６１３６

▲四季耕作図屏風（実物）

▲良寛賛鈴木牧之画山水画（複製）

▲川中島合戦図屏風左隻（複製）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

問
い
合
わ
せ
は
環
境
業
務
課
1
24
・
2
8
3
7

「
ご
み
の
出
し
方
・
カ
レ
ン
ダ

ー
」
で
収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
収
集
が
な
い
期
間
は
、
ご

み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
は
12
月
30
日
G

ま
で
平
常
ど
お
り
で
す

年
末
は
、
12
月
30
日
g
午
後

４
時
30
分
ま
で
受
け
入
れ
し
ま
す

（
事
業
系
の
ゴ
ミ
は
燃
や
す
ご
み

の
み
）。

●
寿
事
業
所

1
24
・
２
８
３
８

（
寿
３
の
６
の
１
）
　

受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類

「
燃
や
す
ご
み
」
の
み

●
鳥
越
事
業
所
1
47
・
１
１
０
０

（
三
島
郡
三
島
町

大
字
鳥
越
２
８
１
８
）

受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類

「
燃
や
す
ご
み
」、「
燃
や
さ
な
い

ご
み
」、「
粗
大
ご
み
」

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
「
び

ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
直

接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
１
月
の

回
収
日
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
処
理
場
へ
の
直
接
搬
入

も
で
き
ま
す

■
「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

期
　
日�

収
集
体
制�

12
月
30
日
g

12
月
31
日
a

１
月
１
日
-

　
　
２
日
c

　
　
３
日
d

　
　
４
日
e

平
常
ど
お
り�

平
常
ど
お
り�

休
　
み�



３ ２

い
か
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
活
性
化
」→

「
と
に
か
く

人
を
集
め
る
」→

「
人
が
集
ま
る
施
設
の

建
設
」
と
い
う
直
線
的
な
発
想
に
は
限
界

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

街
を
利
用
す
る
の
は
、
街
に
愛
着
を
も

っ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
商
売
の
対

象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
市

民
を
大
切
に
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
中
心

市
街
地
が
活
性
化
す
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ

ん
。と

に
か
く
人
を
集
め
た
い
と
考
え
る
の

で
は
な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

を
つ
か
む
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

中
心
市
街
地
の
最
大
の
特
徴
は
、
鉄
道

や
バ
ス
路
線
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
実
際
、
運
転
免
許
を
持
た
な
い

人
に
と
っ
て
、
気
軽
に
集
ま
り
や
す
い
市

内
唯
一
の
場
所
で
す
。
十
八
歳
以
上
の
市

民
の
う
ち
、
自
動
車
運
転
免
許
を
持
た
な

い
人
は
約
三
割
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
運
転
免
許
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
が
利
用
す
る

施
設
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
言
え
ま
す
。
幅
広
い
市
民
に
と

っ
て
使
い
や
す
く
、
居
心
地
の
良
い
場
所

と
し
て
整
備
す
る
と
い
う
考
え
方
が
、
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

厚
生
会
館
は
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る

と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
年
間
二
十
三
万

人
も
の
利
用
が
あ
る
大
切
な
施
設
で
す
。

市
立
劇
場
が
十
九
万
人
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
が
十
万
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

大
変
な
人
気
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

何
よ
り
も
、
幅
広
い
市
民
が
低
料
金
で
、

普
段
着
で
利
用
で
き
る
と
い
う
点
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
原
点
を
大
切
に

し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
長
岡
市
が
検
討
し
て
い
る
ザ
・
プ

ラ
イ
ス
の
空
き
店
舗
の
活
用
に
は
、
も
ち

ろ
ん
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
願
い
も
込

め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
を
目
的
に

し
て
税
金
を
投
入
す
る
政
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
す
。

第
一
に
、
安
価
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
新
築
す
る
よ
り
大
変
安
上
が
り

だ
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。
長
岡
市
の
悪

化
し
た
財
政
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

は
高
価
な
箱
物
を
つ
く
る
よ
り
既
存
の
建

物
を
安
く
借
り
る
方
向
を
選
択
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
の
空
き
店

舗
の
利
用
は
そ
の
第
一
歩
で
す
。

第
二
に
、
立
地
す
る
施
設
は
、
あ
く
ま

で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
お
こ
た

え
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
市
の
窓
口
業
務
は
、
自
動
車

を
運
転
し
な
い
人
に
と
っ
て
は
中
心
市
街

地
に
立
地
す
る
ほ
う
が
便
利
で
す
。
情
報

セ
ン
タ
ー
（
ま
ち
の
駅
）
は
、
長
岡
市
を

訪
れ
た
お
客
さ
ん
向
け
の
も
の
で
す
か
ら
、

中
心
部
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
す
。
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
留
学
生
を
は
じ
め

と
す
る
外
国
人
と
子
供
た
ち
の
交
流
の
場

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
中
心
部
に
あ

る
べ
き
で
す
。

利
用
者
で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
立

場
か
ら
見
て
、
中
心
部
に
立
地
す
る
の
が

望
ま
し
い
施
設
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
時
間
が
か
か
っ

て
も
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
と
し
て
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
勢
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
ま
ち
の

顔
で
あ
る
中
心
市
街
地
が
も
っ
と
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
口
に
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
い
っ
て
も
そ
の
願
い
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

商
業
活
動
が
盛
ん
な
街
な
の
か
、
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
街
な
の
か
、
あ
る
い
は
居

心
地
の
良
い
街
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
全
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
活
性
化
の
目

的
は
何
か
、
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
明
確
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

以
下
は
、
私
の
考
え
方
で
す
。
中
心
市

街
地
の
活
性
化
政
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
「
利

用
者
で
あ
る
市
民
の
た
め
」
と
い
う
視
点

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ま
さ
ら
当

た
り
前
の
こ
と
を
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
熱
心
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
忘
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
で
は
な

森市長の
市政報告（１１）

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

長
岡
の
玄
関
口
で
あ
り
、
長
岡
の
「
ま
ち
の
顔
」

と
も
い
わ
れ
る
中
心
市
街
地
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
場
所
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
中
心
市
街
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
森
市

長
が
説
明
し
ま
す
。

公
共
空
間
　
中
心
市
街
地
を
ど
う
活
用
し
ま
す
か
？

耐震診断・老朽度調査の結果
厚生会館は昭和３３年（１９５８）に建設したもので、現在４２年を経過
しています。調査は、地震に耐える力が不足しているため、「改修・補
強すれば利用できる」という結果でした。
耐震診断は、震度６強程度の地震に対する安全性を判定したものです。

―― 主な構造 ――

①鉄骨トラス部分
（大屋根を支える部分）

②鉄筋コンクリート部分
（建物本体部分）

改修・補強の場合

①の部分の新設
②の部分に耐震壁を新設

およそ１２億円（試算）

建て替えの場合

同規模の施設を建てた場合　　
（現存施設の解体費含む）

およそ２２億円（試算）

老朽度調査では、屋根に雨漏り個所が多数、外壁のコンクリート面全
体にひび割れや欠損があり、窓枠部分も雨漏りが多く、落下の危険性も
あるという結果でした。
補修費は、３年程度の利用を想定するとおよそ１，４００万円、５年の場
合は４，９００万円が必要になります。

（人）�
50万�

（回）�

3,000

4,000

40万�

30万�

20万�

2,000

60年�元年�５年�10年�

厚生会館の利用状況�

（昭和）� （平成）�

�

利用回数�
利用者数�

3,103

2,879

3,267

501,303

293,705293,705

228,674

3,103

2,879

3,276

3,113

347,754

長岡市民センター（仮称）
「ザ・プライス長岡丸大店」を利用する予定です。
施設は、現在次の４つを検討しています。

行政サービス窓口

・各種届出（戸籍、住民票、年金、
健保等）受理
・各種証明（戸籍、住民票、
税関係）発行

情報センター
（まちの駅）

・地域情報の提供
・市民の交流促進女性センター

国際交流センター
・相談、打ち合わせの場
・講座など催しの場
・情報提供、情報交換の場

中
心
市
街
地
に
求
め
る
も
の
は
？

使
い
や
す
い
中
心
市
街
地
に

現
在
で
も
大
切
な

厚
生
会
館
地
区
の
役
割

空
き
店
舗
活
用
の
政
策
的
意
味

消費生活センター

アンケートにご協力を
～中心市街地の活性化に関する市民意識調査～

今月号の市政だよりと一緒に「アンケート用紙」と「返信
用封筒」をお配りしました。市民のみなさんの視点で、中心
市街地の活性化に必要なことを考えてみてください。
また、長岡市民センター（仮称）と関連して、中心市街地
で必要な行政サービスについての質問もあります。ぜひ、回
答してください。
厚生会館、中央図書館、中央公民館、けさじろ荘、市民情
報ラウンジ（市役所１階）、長岡市ホームページ
（http://www.city.nagaoka.niigata.jp）にも回答用紙があります
ので、こちらからもどうぞ。

期　限　12月25日（月曜日）
問い合わせ　都市整備課　1３９・２２２６　FAX３９・２２７４

「市長への手紙」の専用はが
きは市役所１階の情報ラウン
ジのほか、各地区公民館、図
書館、体育館、高齢者センタ
ー、社会福祉センターなどに
備えてあります。
長岡市ホームページの「市長
への手紙」コーナーもご利用
ください。
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
FAXは３９・２２７２へどうぞ。

厚生会館



一
方
、
近
年
の
観
光
旅
行
は
、

団
体
単
位
か
ら
個
人
あ
る
い
は
数

人
の
グ
ル
ー
プ
単
位
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
者
の
観
光
へ
の
興

味
も
個
別
化
、
多
様
化
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
委
員
会
で

は
、
観
光
客
の
目
的
を
分
析
し
、

歴
史
や
文
化
を
生
か
し
た
観
光
ル

ー
ト
、
自
然
を
生
か
し
た
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ル
ー
ト
、
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー

ト
な
ど
の
創
設
に
向
け
て
検
討
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
花
火
や
物
産

等
を
紹
介
す
る
観
光
施
設
の
必
要

性
も
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
八
月
に
開
館
し
た

県
立
歴
史
博
物
館
は
、
十
一
月
末

ま
で
に
八
万
人
を
超
え
る
来
館
者

で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
今
後
の
集

客
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
岡
に
は
、
全
国
に
知
ら
れ
る

長
岡
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
悠
久
山

桜
ま
つ
り
、
国
営
越
後
丘
陵
公
園
、

雪
国
植
物
園
な
ど
の
観
光
資
源
が

あ
り
ま
す
。

今
回
の
利
用
計
画
の
変
更
で
、

そ
れ
が
可
能
と
な
り
、
来
年
春
に

は
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

局
が
な
い
人
に
は
不
便
な
状
況
に

な
り
、
病
院
の
近
く
に
調
剤
薬
局

の
開
設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

千
秋
が
原
は
左
頁
の
図
に
示
す

地
区
で
、
こ
の
土
地
の
利
用
に
つ

い
て
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七

七
）
に
長
岡
市
と
土
地
所
有
者
の

間
で
覚
書
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
覚
書
で
両
者
は
、
千
秋
が

原
の
土
地
は
「
市
民
全
体
の
利
益

を
優
先
し
て
利
用
す
る
」
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
北
半
分
は
市
が
利
用
す

る
」
こ
と
、「
南
半
分
に
つ
い
て
は

公
益
性
の
強
い
も
の
を
主
体
と
し

て
計
画
し
、
計
画
の
決
定
に
当
た

っ
て
は
事
前
に
市
の
同
意
を
得
る
」

こ
と
を
取
り
決
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
協
議
は
、
こ
の
覚
書
に

従
っ
た
も
の
で
す
。

土
地
利
用
計
画
の
変
更
点
は
、

①
業
務
ゾ
ー
ン
と
医
療
ゾ
ー
ン
の

道
路
沿
い
に
細
長
く
計
画
さ
れ
て

い
る
緑
地
を
ま
と
め
て
公
園
と
す

る
②
公
園
の
位
置
は
現
在
の
ラ
イ

フ
ケ
ア
ゾ
ー
ン
内
と
す
る
③
緑
地

で
あ
っ
た
部
分
は
医
療
ゾ
ー
ン
と

業
務
ゾ
ー
ン
に
振
り
分
け
る
こ
と

で
す
。

現
在
の
緑
地
は
、
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
と
長
岡
赤
十
字
病
院

側
と
の
緩
衝
空
間
と
し
て
用
意
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
緑
地
に
接
す

る
道
路
の
両
側
が
駐
車
場
に
使
用

さ
れ
、
そ
れ
が
緩
衝
空
間
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
緑
地
の
意
味
が
薄

ら
い
で
い
る
状
況
で
す
。

緑
地
の
面
積
は
一
万
一
千
平
方

メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
が
公
園
に
な
れ

ば
市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
で
き

る
う
え
、
信
濃
川
の
堤
防
に
近
い

立
地
を
生
か
し
、
周
辺
環
境
と
の

一
体
的
な
利
用
も
可
能
で
す
。

医
療
ゾ
ー
ン
に
振
り
分
け
ら
れ

た
緑
地
部
分
（
長
岡
赤
十
字
病
院

の
駐
車
場
脇
）
に
は
、
調
剤
薬
局

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
薬
分
業
が
求
め
ら
れ
る
中
、

長
岡
赤
十
字
病
院
で
は
、
今
年
五

月
か
ら
院
外
処
方
を
進
め
て
い
る

た
め
、
居
住
地
の
近
く
に
調
剤
薬

５ ４

国
道
３
５
１
号�

大
手
大
橋�

フィジカルゾ
ーン�

都市計画道路�

既存施設�

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル�

業務ゾーン
�

ライフケア�
ゾーン�

ラ
イ
フ
ケ
ア
ゾ
ー
ン�

ハイブ�
長岡� 長岡�

リリックホール�

県立�
近代美術館�

長岡造形大学�

国
道
８
号
�

長
岡
大
橋�

境
界
線�

千秋が原�
ふるさとの森�

公
　
園�

Ｐ�

Ｐ�
区画整

理地�

医療ゾーン�

境界線の左側が南側部分

現在の緑地　面積は11,000G公園の面積は11,000G調剤薬局設置予定地

千秋が原南側部分の土地利用計画

市政ニュース�NAGAOKA

長
岡
市
は
、
千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
所
有
者
（
室
町
産
業
!
、
長
鉄
工
業
!
）

か
ら
土
地
利
用
計
画
を
変
更
し
た
い
と
い
う
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。

市
は
、
建
設
省
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
公
益
性
の
観
点
か
ら
計
画
内
容
を
検
討
し
、

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
同
意
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
土
地
利
用
計
画
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長
岡
市
は
、
長
岡
地
域
が
持
つ
観
光
資
源
を
生
か
し
、
積
極
的
に
観
光
客
を
集
め
る

た
め
に
必
要
な
対
策
を
立
て
よ
う
と
十
二
月
一
日
に
「
観
光
振
興
方
策
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
長
岡
地
域
の
観
光
資
源
の
再
点
検
、
発
掘
等
を
進
め
、
三
回
程
度
の
会
合
を

開
き
、
今
年
度
中
に
観
光
資
源
の
活
用
計
画
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

緑
地
を
ま
と
め
て
公
園
へ

魅
力
を
再
発
見

赤
十
字
病
院
脇
に

調
剤
薬
局
が
設
置
さ
れ
ま
す

長岡技術科学大学教授�

長岡造形大学教授�

長岡工業高等専門学校教授�

長岡郷土史研究会副会長�

長岡中央総合病院形成外科部長�

ＪＴＢ団体旅行埼玉支店�
営業第一課長�

よもやま館代表取締役�

1ホクギン経済研究所所長�

長岡青年会議所理事長�

税理士�

観光振興方策検討委員会�

柳　　和久�

曽宇　泰子�

反町　嘉夫�

古田島吉輝�

星　　栄一�

五島　保夫�
�

田中　正光�

松田　宣治�

神保　千春�

横山　栄子�

順不同　敬称略�

も
っ
と
多
く
の
人
か
ら
訪
ね
て
も
ら
い
た
い�

t千秋が原地区のようす
（平成12年７月29日撮影）

長岡造形大学

ハイブ長岡

長岡リリックホール 県立近代美術館

長岡赤十字病院

長岡大橋

大手大橋

市営陸上競技場
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市政ニュース�NAGAOKA

今月で３回目となるこのコーナー。これまでは下水道
に光ファイバーを敷設するという通信基盤の整備事業の
概要について触れてきました。
今月は光ファイバーの高速通信網の整備と私たちの生

活の変化などについてご説明します。

光ファイバーの高速通信網を整備することで私たち　
の生活はどのように変わるのですか。

情報通信網を使った代表的なものとしてインターネ
ットがあります。インターネットは、電子メールの

やりとりのほか、自宅のパソコンなどを使って買い物が
できたり、最新のニュースを調べることができたりしま
す。しかし、現在の情報通信網は大量の情報をすばやく
送ることには適していません。
これに対し、光ファイバーを使った高速通信網では、

大量の情報を瞬時に送ることができます。この高速通信
網によるインターネットでは、例えば今まで文字や写真
で紹介していたニュースが、音声付で高画質テレビのよ
うな動画映像に変わるというように、新しいサービスの
提供が可能となります。つまり、より詳細でわかりやす
い情報が得られるようになるのです。
具体的には、下のイメージ図のようなさまざまなサー

ビスを受けることが可能になると考えられています。

パソコンでインターネットを使ったことがないので
すが…。

今、国では、だれもがインターネットを使えるよう
になることを目標に、全国の公共施設などでインタ

ーネット利用講習が受講できるよう、各市町村へその開
催のための補助金を出すことを検討中です。
これにより、全国で約550万人が講習を受講できるよ

うになると考えられ、長岡市でもこの補助金を活用して
講習会を積極的に開き、多くの市民のみなさんに受講し
てほしいと考えています。

光ファイバー網の整備事業費を長岡市が全額負担す
るのですか。

今後、実際に光ファイバー網を整備することになっ
た場合には、現在行っている検討事業の費用も含め、

事業費の２分の１が建設省から補助されるので、長岡市
の負担は半分となります。
また市の負担のうち、一部は国からの交付税措置がな
されますので、実質負担はさらに少なくなります。

Ｑ＆Ａ③ What is "IT"?

Ｑ

A

Ｑ

A

Ｑ

A

高速通信網を利用した生活イメージ

●行政相談窓口�
●証明書発行申し込み�
●届け出提出�
●施設予約申し込み�

●気象情報�
●防災被災情報�
●避難誘導�

●ホームショッピング�
●ホームバンキング等�
�

●給食情報システム�
●給食選択メニューシステム�
�

●在宅介護支援�
●病院予約�
●医療情報提供�

●遠隔医療相談�

●学校インターネット�
●電子図書館・美術館等�

生 活 �

福 祉 �医 療 �

教 育 �

家 庭 �

～下水道に光ファイバーを～

最
優
秀
賞
は
、
都
道
府
県
ご
と

に
各
部
門
一
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

こ
れ
ま
で
県
内
で
は
、
学
校
の

部
で
保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
が

受
賞
し
た
こ
と
は
な
く
、
黒
条
保

育
所
が
そ
の
初
の
受
賞
団
体
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
感
性
が
育
つ
よ
う
に
、
花
と

遊
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と

い
う
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。ま

た
、
関
原
地
区
花
い
っ
ぱ
い

運
動
協
議
会
は
、
沿
道
の
花
壇
を

家
族
で
世
話
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
花

壇
を
新
た
に
始
め
ま
し
た
。
そ
の

創
意
工
夫
と
地
域
の
人
が
一
体
と

な
っ
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
二
年

連
続
の
最
優
秀
賞
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
両
部
門
の

優
秀
賞
、
優
良
賞
も
合
わ
せ
た
県

内
の
受
賞
十
四
団
体
の
う
ち
、
実

に
十
団
体
が
長
岡
市
の
参
加
団
体

と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

花
を
育
て
る
活
動
の
地
域
的
な

広
が
り
に
加
え
、幼
児
期
か
ら
小
・

中
学
校
、
さ
ら
に
町
内
会
や
職
場

か
ら
の
参
加
と
い
っ
た
年
齢
的
な

広
が
り
を
も
見
せ
る
長
岡
の
花
い

っ
ぱ
い
運
動
。
花
を
育
て
る
こ
と

で
人
を
育
て
、
ま
ち
を
つ
く
る
と

い
う
こ
の
運
動
の
輪
が
い
ま
、
確

実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

〔
学
校
の
部
〕

最
優
秀
賞
　
黒
条
保
育
所

優
秀
賞
　
　
桂
小
学
校

山
本
中
学
校

優
良
賞
　
　
長
生
保
育
園

明
幸
幼
稚
園

大
積
小
学
校

〔
職
場
・
地
域
の
部
〕

最
優
秀
賞
　
関
原
地
区
花
い
っ
ぱ

い
運
動
協
議
会

優
秀
賞
　
　
㈱
オ
ー
エ
ム
製
作
所

長
岡
工
場

柿
が
丘
学
園

優
良
賞
　
　
宮
内
８
丁
目
町
内
会

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
で
三
十
七
回

目
。
そ
の
地
方
表
彰
で
「
学
校
の
部
」
の
最
優
秀
賞
に

黒
条
保
育
所
が
、「
職
場
・
地
域
の
部
」
の
最
優
秀
賞
に

関
原
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
内
の
入
賞
団
体

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
輪
が

確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す

▲表彰盾を受けとる平賀黒条保育所長
（11月15日、表彰状授与式で）

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

10月28日、弥彦村のマラソンコースで行われた第51回県高
校駅伝競走大会（男子）で、中越高校が３年連続の優勝を飾
り、全国大会への出場を決めました。
７区間（42.195km）のコースで終始トップを守った中越高

校のタイムは、２年連続で大会記録を塗り替える２時間10分
13秒。２位に４分以上の差をつける圧倒的な強さを見せての
勝利でした。
主将の関政彦さん（３年）は、「今はチームの雰囲気がとて

もいいです。全国大会ではみんなが万全のコンディションで
臨み、一つでも上位をめざします」と抱負を話してくれました。

11月19日の北信越大会では２時間８分47秒というタイムで
８年ぶりに県の最高記録を更新した中越チーム。12月24日に

京都市で行われる全国大会での活躍が
期待されます。

全国高校サッカー選手権県大会の決勝戦が11月５日、新潟
市陸上競技場で行われ、帝京長岡高校が東京学館新潟高校を
敗り初優勝を果たしました。22年間続いた新潟勢の厚い壁を
破っての優勝と全国大会への出場は、長岡勢としてはもちろ
ん中越地区からも初となる快挙です。
主将の金内貴志さん（３年）は、「県大会で優勝することを

最低限の目標としてきました。それを達成したという自信を
もって、全国大会では一つでも多く勝ちたい」と強い決意を
語ってくれました。

12月30日から東京の国立競技場などで行われる全国大会で
は、初出場のフレッシュな旋風を巻き起こしてくれることで
しょう。

中越高校が県駅伝大会でＶ3！
3年連続で全国の舞台へ

帝京長岡高校サッカー部が
全国大会に初出場！

６

t朝練習で（11月15日）
「今年は夏休みに３回の合宿を行って毎日
40～50キロを走りこみました。また、全国ト
ップレベルの高校との合同練習も行いました。
そうしたことが選手たちの大きな自信につな
がり、結果を出せたのでしょう」
（監督の牛膓正さん）

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

s学校のグラウンドで（11月14日）
「全国で通用するチームをめ
ざしてこれまでやってきました。
うちのチームは選手がそれぞれ
の持ち味を発揮し、弱点を全員
でカバーするサッカーです。選
手たちには自分たちでつかみと
った全国という最高の舞台で思
い切りやってほしい」
（監督の谷口哲朗さん）



青葉台インディアカチ
ーム・大勝由香利さん
（青葉台４）
市の出前スポーツ教

室に参加したのがイン
ディアカを始めたきっ
かけです。インディア
カは男女、年齢に関係
なくだれにでもできる

し、ニュースポーツということでスター
トラインがみんな一緒なので気軽に参加
できました。とても楽しいスポーツです
ね。

し
て
い
る
も
の
で
、
六
つ
の
種
目

を
小
学
校
区
対
抗
で
争
い
ま
す
。

注
目
は
新
種
目
と
し
て
加
わ
る

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
で
す
。
今
回
は
、

各
地
区
か
ら
何
チ
ー
ム
で
も
参
加

で
き
る
オ
ー
プ
ン
参
加
種
目
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
二
月
の
大
会
に
向

け
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
生
涯
学
習
・
体
育
課

で
は
、
日
時
や
場
所
な
ど
み
な
さ

ん
の
希
望
に
応
じ
て
、
初
心
者
向

け
の
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習

・
体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
へ
ど

う
ぞ
。

の
練
習
場
所
の
確
保
な
ど
、
地
域

住
民
が
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
何
か
運
動
が
し
た
い
け
れ
ど
、

ど
ん
な
ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
人
や
「
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
み
た
い
け

れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
」
と

い
う
人
は
、
地
区
の
公
民
館
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
体
育
指
導
委
員

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
地
域
対
抗

ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
、
体
育
指
導
委

員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営

内
で
は
現
在
、
約
二
百
八
十

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
教
室
が
各

地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓

球
を
は
じ
め
、
だ
れ
も
が
気
軽
に

楽
し
め
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス

と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え

て
い
る
の
が
、
各
地
区
に
配
置
さ

れ
た
体
育
指
導
委
員
で
す
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
大
会
や

教
室
の
企
画
・
運
営
、
各
ク
ラ
ブ

９ ８

体
育
指
導
委
員
が

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
新
種
目

に
加
え
開
催
！

長岡市体育指導委員連盟が
全国優良団体表彰を受賞

長岡市体育指導委員連盟がこのたび、全国市
町村体育指導委員優良団体表彰を受賞しました。
これは地域スポーツの振興と住民の健康づく
りに大きく貢献したことが認められたものです。
「いつでも、どこでも、だれもがスポーツを
楽しめる環境をつくることが体育指導委員の大

きな役割です。そのため連盟では
各種目の実技や地域スポーツクラ
ブの運営などを学ぶ研修会を行い、
各委員の指導者としての資質を高
めています。
また、各地区で幅広い年齢層に
対応した大会や教室を開催してお
り、そうした地域と密着した活動
が認められたのだと思います。委
員の活動をきっかけに、地域でど
んどんスポーツの輪が広がってい

くといいですね」と体育指導委員連盟会長の鷲
尾賢史さんは話しています。

▲表彰楯を持つ鷲尾
会長

青葉台地区は新興住宅地なの
で、スポーツが人と人とのつな
がりをつくり、その輪を広げる
役割を果たしています。
10月に新しくインディアカの
チームをつくり、口コミで参加
者も次第に増えてきています。
これからはいろいろな大会に参
加して、ほかの地域の人たちと
も交流していきたいですね。

スポーツ大会や運動会の準備
・運営は大変ですが、やり終え
たときの達成感は大きいですね。
上川西地区では、独自に小学
生対象のサッカー、ミニバスケ
ット、卓球、ソフトバレーの教
室を開催し、その指導にも地区
のみなさんがあたっています。
今後は子どもたちがもっと多
くの種目を体験できる機会をつ
くっていきたいと思っています。

上川西地区　藤沢一男さん（槇山町）

青葉台地区　佐田良子さん（青葉台２）

地域でスポーツを
楽しもう！

いよいよ12月。冬は、運動不足になりがちな季
節です。「でも、ウインタースポーツはちょっと
…」という人におすすめなのが、屋内でのスポー
ツ教室やクラブの活動です。
市内の各地区では、ニュースポーツのソフトバ

レーボールやインディアカをはじめ、だれもが楽
しめるさまざまなスポーツが行われています。
あなたも健康づくりや仲間づくりに、地域のス

ポーツ活動へ参加してみませんか。

【インディアカ】
赤い羽根のついたボー
ル（インディアカ）を
手で打ち合う、バレー
ボールに似たゲーム。
ブロックを除いて必ず、
片手で打つのが特徴。
やわらかく軽いボール
なので、初めての人で
も容易にできる。 それぞれの活動の参加者に話を聞きました

～私たちスポーツを楽しんでいます～

栖吉スポーツクラブ
（綱引き）・佐藤功さ
ん（東片貝町）
綱引きはただ綱を

引き合う単純なスポ
ーツですが、奥が深
いものです。チーム
一人ひとりに役割が
あり、８人全員のバ

ランスがとれないとだめなんです。い
つ勝負を決めるかという相手とのかけ
ひきも、このスポーツのおもしろいと
ころですね。

千手ソフトバレー
ボールクラブ・高井
睦子さん（西千手２）
ソフトバレーボー
ルを始めて今年で11
年目です。バレーボ
ールの経験はありま
せんでしたが、ボー
ルは柔らかく運動量

も適度なので、これなら初心者でもで
きると思い、始めました。今、とても
楽しいです。これからもずっと続けて
いきたいです。

チーム＝各小学校区を単位として、学区内
の住民（学生は除く）で編成

申し込み＝１月19日fまでに各地区（校区）
公民館経由で生涯学習・体育課へ

抽選会＝１月26日f午後７時から市民体育
館小アリーナで
インディアカのみ２月１日e午後
７時から市民体育館で抽選会と審
判講習会を行います。

地域対抗スポーツ大会にご参加ください

気軽に楽しめるニュースポーツ。地域対抗ス
ポーツ大会に新種目として登場！（11月15日、
青葉台インディアカチームの練習で）。�

インディアカ�

地域対抗スポーツ大会では栖吉チームが９連覇
中。果たして今年度の勝者は？（11月14日、栖
吉チームの練習で）�

綱引き�

ラリーが続くのも魅力の一つ。幅広い年齢層に人
気のスポーツです（11月17日、千手ソフトバレー
ボールチームの練習で）。�

ソフトバレーボール�

体育指導委員に話を聞きました�体育指導委員に話を聞きました�

地域でスポーツを楽しもう！

インディアカ大会�

男女混合バレーボール大会�

バドミントン大会�

卓 球 大 会 �

ソフトバレーボール大会�

綱引き・大縄跳び�

種　　　目� 期　　　日� 会　　場� 対　　象� 出場チーム�

平成13年２月10日g

�

平成13年３月４日a��

�

平成13年３月11日a

市 民 体 育 館�

北中学校ほか�

市 民 体 育 館�

南 部 体 育 館�

旭岡中学校ほか�

市 民 体 育 館�

成人女性�

�

�

成人男女�

�

数の制限なし�

各　地　区�
（小学校区）�
１ チ ー ム�

市



部
の
防
犯
診
断
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
い
ず
れ
も
、

防
犯
の
意
識
を
よ
り
多
く
の
人
た

ち
に
持
っ
て
も
ら
い
、
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。

◆
　
　
　
　
◆

泥
棒
の
半
数
は
、
鍵
を
か
け
て

い
な
い
ド
ア
や
窓
か
ら
侵
入
し
ま

す
。
少
し
の
外
出
で
も
、
戸
締
ま

り
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
肝
要

で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
の

意
識
を
持
ち
、
明
る
く
、
住
み
や

す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
地
域
の
防

犯
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

図
１
は
こ
こ
五
年
間
の
長
岡
市

の
犯
罪
発
生
件
数
で
す
。
平
成
九

年
を
ピ
ー
ク
に
横
ば
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
今
年
は
連
続
不
審
火

の
発
生
や
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー

ト
を
狙
っ
た
ピ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る

侵
入
盗
の
被
害
の
増
加
が
み
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
凶
悪
犯
罪
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
新
潟
県
内
で

も
昨
年
百
三
十
四
件
の
凶
悪
犯
罪

が
発
生
し
て
い
ま
す
（
前

年
比
十
六
・
五
％
増
）。

防
犯
は
警
察
や
市
の
活

動
だ
け
で
は
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。
市
内
三
十
一
の

各
防
犯
協
会
支
部
の
活
動

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

平
成
十
年
四
月
に
施
行
し
た「
長

岡
市
防
犯
推
進
に
関
す
る
条
例
」

で
は
毎
月
十
日
を
防
犯
点
検
の
日

と
し
て
お
り
、
各
支
部
で
は
こ
の

日
に
合
わ
せ
、防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

研
修
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
の
意
識
を
高
め
る

た
め
、
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
支
部
も
あ
り
ま
す
。
新
町

支
部
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
中
島

支
部
の
女
性
部
の
活
動
、
豊
田
支

1 1 1 0
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地
域
の
活
動
が

大
切
で
す

▲掲示されている防犯標語（中島３）

※ピッキング
特殊な工具を鍵穴に差し込み、鍵穴を
開けること

「中島支部の一番の活動は、防犯標語
の募集、表彰です。中島小学校の児童に
防犯標語を考えてもらい、入選作品は町
内の掲示板などに張り出します。まず、
子どもから防犯意識を高めてもらおうと
行っているもので、そこから地域に防犯
意識を広めていければと考えています。
また今年、女性部を結成しました。今
までの活動だけでは、限界があるのでは
ないかという思いがあり、家庭のなかから防犯の意識を持
ってもらうことがよいのではないか、と考えて呼びかけま
した。
10月11日に防犯ビデオを見るなど最初の研修会を行いま

した。出来たばかりで、まだまだ活動も手探りの状況です
が、これから一歩一歩活動していくことになると思います」
（長岡市防犯協会中島支部長・甲野典雄さん）

庭のなかから防犯の意識を
持ってもらうために
女性部を結成しました

中　島

▲長岡市防犯協会
中島支部長・甲野
典雄さん

家

「豊田支部では年２回の防犯パトロー
ルのほか、年１回防犯診断をやっていま
す。今年は10月22日の午後６時30分～８
時に、曙と末広で実施しました。防犯パ
トロールをかねて、自治防犯会長らがチ
ラシを配りながら、玄関や窓の施錠、自
動車や自転車の管理などを確認してもら
うよう呼びかけました。おおむね良好と
いう結果でした。
また、これから豊田小学校の４年生以上を対象に標語を
募集し、表彰します。優秀作品
は短冊にして各世帯に配ります。
家の中にはってもらえればいい
ですね。防犯の活動の輪が広が
り、明るく、住みよいまちづく
りができればいいと思っていま
す」（長岡市防犯協会豊田支部
長・後藤孟さん）

犯の活動で明るく　
住みよいまちづくりを

豊　田

▲長岡市防犯協会
豊田支部長・後藤
孟さん

防

▲自治防犯会長会議（11月16日）

「新町支部は平成10年の『長岡市防犯
推進に関する条例』の施行にあわせて結
成されたものです。主な活動の一つに地
域防犯パトロールがあります。毎月10日
の防犯点検の日に、10人くらいで自分の
町内にチラシを配るなどして、防犯を呼
びかけるものです。今年から昼のパトロ
ール（午前10時～正午）以外に夜間（午

後７時～８時）も始めました。子どもはもっと夜遅くに出歩
くので、夜間のパトロールは効果がなかったという反省も
あり、来年はもっと遅くに実施することを検討しています。
私は特に声がけが大切だと思っています。話をすること
で、新しい人と知り合いになれるし、町内を回ることで、
自分たちの町を知ることができます。そういった人と人と
の交流が明るいまちづくりにつながり、みんなによるまち
づくりに、生きていくのではないでしょうか」（長岡市防
犯協会新町支部長・河田吉次郎さん）

と人との交流が
明るいまちづくりにつながります

新　町

▲長岡市防犯協会副
会長（新町支部長）・
河田吉次郎さん

人

▲長岡防犯協会新町支部地域安全総決起大会
（10 月14日）

図１ 過去５年間の長岡市の犯罪件数の推移

地
域
の
活
動

を
紹
介
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ま
す

地域の活動が犯罪を防ぎます�特 集�

地
域
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地
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地
域
の
活
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犯
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を
防
ぎ
ま
す�
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※

防犯パトロール
（中島地区・11月19日）
防犯パトロール後の反省会では、

「今回初めて女性部が参加して防
犯パトロールをしましたが、気軽
に声を掛け合うことの大切さを改
めて知りました」「チャイムを鳴
らすとみなさん気持ちよく出てき
てくれて、やりやすかった」「柿
川沿いのタバコの投げ捨てが気に
なりました」「留守の家でも鍵が
かかっていないところが多く、危
険だと感じました」などの感想が
ありました。
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１
日
・
ニ
ュ
ー
ミ
レ
ニ
ア
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
31
日
か
ら
）

９
日
・
消
防
出
初
式

19
日
・
長
岡
雪
し
か
祭
り
（
20
日
も
）

20
日
・
長
岡
国
際
ふ
ゆ
の
た
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
27
日
ま
で
）

22
日
・
市
議
会
２
月
臨
時
会

１
日
・
全
世
帯
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
配
付

７
日
・
市
議
会
３
月
定
例
会
（
27
日
ま
で
）

29
日
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
竣
工
式

31
日
・
「
長
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
策
定

１
日
・
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

・
「
長
岡
市
交
通
安
全
条
例
」
施
行

３
日
・
市
民
の
声
な
ん
で
も
窓
口
、
市
民
情
報
ラ
ウ
ン

ジ
開
設

４
日
・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
開
所
式

８
日
・
悠
久
山
の
桜
ま
つ
り
（
30
日
ま
で
）

21
日
・
北
地
域
図
書
館
開
館
式

26
日
・
町
内
会
長
会
議

29
日
・
市
営
ス
キ
ー
場
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
オ
ー
プ
ン

３
日
・
成
人
式

９
日
・
普
段
着
ト
ー
ク
は
じ
ま
る

27
日
・
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
２
０
０
０
（
28
日
も
）

１
日
・
ご
み
の
分
別
と
収
集
方
法
を
変
更

15
日
・
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い

16
日
・
市
議
会
６
月
定
例
会
（
27
日
ま
で
）

27
日
・
小
瀬
ヶ
沢
洞
窟
遺
跡
出
土
品
（
科
学
博
物
館
所

蔵
品
）
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

14
日
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

オ
ー
プ
ン

24
日
・
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
第
１

ど
う
く
つ

し
ゅ
ん
こ
う

回
策
定
委
員
会
開
催

25
日
・
青
葉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
住
民
票
　
　

な
ど
の
発
行
業
務
を
開
始

27
日
・
市
議
会
７
月
臨
時
会

28
日
・
田
中
瑞
木
展
（
８
月
13
日
ま
で
）

31
日
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
室
開
設

１
日
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
オ
ー
プ
ン

・
非
核
平
和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い

・
長
岡
ま
つ
り
（
２
・
３
日
も
）

24
日
・
全
国
自
治
体
政
策
研
究
交
流
会
議

25
日
・
自
治
体
学
会
・
新
潟
長
岡
大
会

27
日
・
長
岡
市
総
合
防
災
訓
練

４
日
・
市
議
会
９
月
定
例
会
（
14
日
ま
で
）

18
日
・
中
村
真
衣
選
手
・
市
民
応
援
の
つ
ど
い

23
日
・
市
内
循
環
バ
ス
３
周
年
ば
〜
す
ｄ
ａ
ｙ

２
０
０
０
開
催

24
日
・
な
が
お
か
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

28
日
・
第
１
回
長
岡
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
開
催

30
日
・
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
展
、
す
こ
や
か
・
と
も
　

し
び
ま
つ
り
２
０
０
０
（
10
月
１
日
も
）

１
日
・
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
の
徴
収
開
始

・
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
あ
っ
せ
ん
開
始

８
日
・
消
防
本
部
・
消
防
署
開
設
50
周
年
記
念
式
典

10
日
・
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（
11
月
１
日
ま
で
、
９
会
　

場
で
）

15
日
・
中
村
真
衣
選
手
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
祝
勝
会
（
長
岡

市
民
大
賞
を
贈
呈
）

21
日
・
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０
０
デ
ザ
イ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
22
日
も
）

26
日
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
長
岡

２
０
０
０
（
28
日
も
）

１
日
・
秋
ま
つ
り
（
７
日
ま
で
）

３
日
・
長
岡
市
表
彰
式

12
日
・
市
議
会
12
月
定
例
会
（
21
日
ま
で
）

t４月29日、市営スキー場にオープ
ンしたサマーボブスレー（全長488m) 
夏休み期間中にはナイターも実施。
スリルとそう快感を楽しもうと集ま
ったたくさんの人たちで、大いにに
ぎわいました。

師
走
を
迎
え
、
平
成
十
二
年
も
あ
と
わ

ず
か
で
す
ね
。
二
十
世
紀
最
後
と
な
っ
た

今
年
は
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
年

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

長
岡
市
は
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
が

大
幅
に
落
ち
込
む
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況

で
し
た
が
、
情
報
公
開
に
よ
る
市
民
に
開

か
れ
た
市
政
の
実
現
と
、
す
べ
て
の
人
が

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
大
勢
の
人

が
訪
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

四
月
に
は
、
市
民
の
声
な
ん
で
も
窓
口

と
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

積
極
的
な
情
報
提
供
、
広
聴
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
世
紀
を
見
据
え
、
市
政
の
指

針
と
な
る
「
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
後

期
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
情
報
化
の
推
進
に
向
け
て
、
長

岡
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
新
し

い
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
今
年
の
一
番
の
話
題

は
、
九
月
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
中
村
真
衣
選
手
の
活
躍
で
し
ょ
う
。
真

衣
さ
ん
の
活
躍
は
長
岡
の
子
ど
も
た
ち
に

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
希
望
と
夢
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
一
年
を
市
政
中
心
に

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

sニューミレニアムフェスティ
バルで（１月１日）
留学生ら約３,０００人が参加。
ポーズ・フォー・ピース（平和
への願い）やカウントダウンな
どを行いました。

s集められたびん・缶・ペット
ボトルを機械と手作業で分別
リサイクルプラザ（廃棄物中
間処理施設）は４月３日から運
転を始めました。６月１日から
はごみの分別と収集方法を変更
し、ペットボトルを週１回、び
ん・缶と一緒に収集していま
す。

sチャレンジショップ「リー
ド・ブロー」オープニングセ
レモニー（７月14日）
チャレンジショップは、空
き店舗を利用して中心市街地
を活性化しようという試みで
す。個性派ぞろいの５店舗が
オープンしました。

t４月３日にオープンした市民の声
なんでも窓口と市民情報ラウンジ
苦情や相談、市政についての意見
など１日平均11件の利用があります。

s市内循環バス３周年ば～す
d a y２０００（９月23日) 
このとき行った市民投票で、
市内循環バスの愛称が「くるり
ん」に決まりました。

t写真左：中村真衣選手・市民応援　
のつどい（９月18日) 

写真下：シドニーオリンピックで
銀メダル（女子100 ｍ背
泳ぎ）と銅メダル（女子
400mメドレーリレー）
を受賞した中村真衣さん
（10月15日のがいせん
パレードで）

t東山ファミリーランドを会場とし
て開催したながおかポニーカーニバ
ル（９月24日）
乗馬を通してポニーとのふれあい
を楽しんでもらおうというもので、
子どもから大人まで約100人が参加
しました。

t千秋が原特設会場で実施された総
合防災訓練（８月27日) 
訓練には、地元の自主防災会や町
内会のみなさんをはじめ、市、県下
消防本部、消防団、医療機関、ライ
フライン関係機関から約５，５００人
が参加しました。

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

s写真下：８月１日にオープンした　
県立歴史博物館

写真右：実物大の展示は迫力たっ
ぷりで、歴史を見て体験
して学べます

11月末現在、入館者は８万人を超
え、特に縄文展示室は大人気です。

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

2 0 0 0
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日
時
＝
12
月
９
日
g
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
け
さ
じ
ろ
荘
２
０
２
室
　
演
題
＝

「
老
後
は
誰
と
何
処
で
暮
ら
そ
う
か
な
？
」

講
師
＝
福
祉
マ
ン
シ
ョ
ン
を
作
る
会
理
事

長
・
近
山
恵
子
さ
ん
　
問
い
合
わ
せ
＝
山

下
さ
ん
1
32
・
５
８
３
７
、
平
石
さ
ん
1
33

・
３
５
７
９

あ
な
た
の
子
ど
も
へ
の
願
い
や
想
い
、

悩
み
を
出
し
合
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
９
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
資
料
代

＝
２
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
村
加
代

子
さ
ん
1
27
・
４
９
３
６
、
宍
戸
真
知
さ
ん

1
35
・
４
１
３
７

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
パ
ス
テ
ル
画
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
９
日
g
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
工
作
室
　
講
師
＝
中

本
千
鶴
子
さ
ん
　
参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
、

は
じ
め
て
の
人
は
材
料
費
７
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
長
岡
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
芸
術

の
会
1
33
・
２
８
２
４

日
時
＝
12
月
10
日
a
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
長
岡
営

業
支
店
（
坂
之
上
町
３
）
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー

ル
　
申
し
込
み
＝
角
張
さ
ん
1
34
・
７
４
５

７日
時
＝
12
月
20
日
d
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
　
会
場
＝
新
町
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
「
女
性
の
生
理
〜
更
年
期
」

講

師
＝
整
体
法
研
究
家
・
佐
藤
と
も
や
さ
ん

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
元

気
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
藤
久
実
子
さ
ん
1

・
FAX
35
・
５
７
０
５

d

番
組
＝
夜
空
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
（
45
分
）

「
お
気
に
入
り
の
風
景
み
つ
け

ま
せ
ん
か
！
―
長
岡
の
景
観
―
」

を
テ
ー
マ
に
、
長
岡
の
景
観
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

①
長
岡
の
特
徴
的
景
観
②
自
然
あ

ふ
れ
る
景
観
③
歴
史
豊
か
な
風
景

④
水
と
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
風
景

⑤
人
々
の
営
み
か
ら
う
ま
れ
る
風

景
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
お
気
に
入

り
の
風
景
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市
内
外
在
住
、年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

撮
影
場
所
は
長
岡
市
内
と
し
、

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

募
集
期
間
＝
12
月
11
日
b
〜
平
成

13
年
１
月
16
日
c
必
着

応
募
方
法
＝
募
集
要
項
（
都
市
政

策
課
、
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
厚

生
会
館
、
市
内
の
各
カ
メ
ラ
店
に

あ
り
ま
す
）
に
付
属
の
応
募
申
込

書
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
持
参

応
募
先
＝
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

長
岡
市
幸
町
２
の
１
の
１
市
役
所

都
市
政
策
課
内
長
岡
市
景
観
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」
係
　
問
い
合
わ
せ

＝
都
市
政
策
課
1
39
・
２
２
２
５

知
っ
て
い
る
）
を
申
告
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１
月
21
日
〜
２
月
18
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
　
対
象
＝
小
学
４
年
生
〜
中
学

生
　
定
員
＝
20
人
　
申
し
込
み
＝

12
月
23
日
-
ま
で
に
、
自
分
の
囲

碁
レ
ベ
ル
（
①
ま
っ
た
く
の
初
心

者
②
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
る
）
を

申
告
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。高

校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

期
間
＝
12
月
23
日
-
〜
１
月
31
日

1 5

２
０
０
１
年
４
月
29
日（
み
ど
り
の
日
）、

21
世
紀
の
幕
開
け
を
祝
い
、
新
潟
ス
タ
ジ

ア
ム
の
お
披
露
目
を
し
ま
す
。

同
時
に
、『
に
い
が
た
「
緑
」
の
百
年
物

語
』
県
民
運
動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、

記
念
植
樹
を
新
潟
と
長
岡
を
メ
イ
ン
会
場

に
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
こ
の
「
新
潟
２
０
０
１
年
宇
宙

の
旅
」
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
市
役
所
１

階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
立
劇
場
、
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
企
画
調
整
部
企
画

課
21
世
紀
記
念
事
業
担
当
1
０
２
５
・
２

８
０
・
５
２
１
９

〔「
写
真
の
世
紀
」
展
〕

開
催
期
間
＝
12
月
24
日
a
ま
で
　
料
金
＝

一
般
７
０
０
円
、
大
学
・
高
校
生
５
０
０

円
、
中
・
小
学
生
３
０
０
円

〔
映
画
鑑
賞
会
〕（
無
料
）

日
時
＝
12
月
９
日
g
①
午
前
11
時
②
正
午

③
午
後
１
時
④
午
後
２
時
⑤
午
後
３
時
⑥

午
後
４
時
　
内
容
＝
サ
ラ
・
ム
ー
ン
監
督

作
品
「
ア
ン
リ
・
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ

ソ
ン
疑
問
符
」（
フ
ラ
ン
ス
映
画
）

会

場
＝
講
堂

日
時
＝
12
月
17
日
a
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
弓
町
１
）

出
演
＝
南
雲
キ
ク
ノ
さ
ん
、
鈴
木
百
合
子

さ
ん
、
中
川
ナ
ツ
コ
さ
ん
、
大
掛
き
み
こ

さ
ん
、
高
橋
実
さ
ん
　
入
場
料
＝
大
人
１
、

０
０
０
円
、
中
学
生
５
０
０
円
（
当
日
２

０
０
円
増
）

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
民

劇
場
内
瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
1
35
・
９
５

３
８

期
日
＝
１
月
21
日
a
、
２
月
11
日

a
（
２
回
コ
ー
ス
）

時
間
＝
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象

＝
小
学
３
年
生
〜
高
校
生
ま
た
は

親
子
　
定
員
＝
15
人
　
材
料
費
＝

実
費
（
４
０
０
円
か
ら
）

申
し

込
み
＝
１
月
７
日
a
ま
で

日
時
＝
１
月
20
日
〜
２
月
17
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
　
対
象
＝
小
学
生
　
定
員
＝
20

人
　
申
し
込
み
＝
12
月
23
日
-
ま

で
に
、
自
分
の
将
棋
レ
ベ
ル
（
①

ま
っ
た
く
の
初
心
者
②
ル
ー
ル
を

日
時
＝
12
月
26
日
c
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

定
員
＝
20
人
　
申
し
込
み
＝
12
月

10
日
a
午
前
９
時
か
ら

日
時
＝
12
月
14
日
e
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第

２
小
ホ
ー
ル
　
テ
ー
マ
＝
「
金
融

商
品
の
話
あ
れ
こ
れ
」

講
師
＝

県
貯
蓄
推
進
委
員
会
事
務
局
長
・

山
岸
美
和
子
さ
ん
　
定
員
＝
50
人

の
歌
ほ
か
③
川
崎
東
・
富
曽
亀
・

川
崎
・
浦
瀬
・
桂
小
（
長
岡
の
人

材
教
育
Ｅ
群
）
…
ビ
リ
ー
ブ
ほ
か

④
長
岡
少
年
少
女
合
唱
団
…
ち
い

ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り

〔
第
２
部
〕

時
間
＝
午
後
２
時
24
分
〜
３
時

内
容
＝
①
関
原
・
日
越
・
宮
本
・

青
葉
台
小
（
長
岡
の
人
材
教
育
Ｆ

群
）
…
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ほ
か
②

阪
之
上
・
四
郎
丸
・
千
手
小
（
長

岡
の
人
材
教
育
Ａ
群
）
…
ア
マ
リ

リ
ス
ほ
か
③
才
津
・
上
川
西
・
希

望
が
丘
・
大
島
・
深
沢
小
（
長
岡

の
人
材
教
育
Ｄ
群
）
…
見
あ
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を
ほ
か

〔
第
３
部
〕

時
間
＝
午
後
３
時
10
分
〜
３
時
50

分
　
内
容
＝
①
六
日
市
神
楽
保
存

会
…
神
楽
舞
ほ
か
②
全
員
合
唱
…

Ｗ
Ａ
に
な
っ
て
踊
ろ
う
ほ
か

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
13
日
d
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
講
座
室
１

内
容
＝
ク
ナ
ー
ベ
作
「
緑
の
石
食

い
虫
」

日
時
と
内
容
＝
①
12
月
19
日
c
午

後
２
時
〜
４
時
10
分
「
独
裁
者
」

②
12
月
26
日
c
午
後
２
時
〜
３
時

「
ム
ー
ミ
ン
・
ム
ー
ミ
ン
谷
の
ク

リ
ス
マ
ス
」
③
１
月
５
日
f
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
「
ピ
ノ
キ
オ
」

会
場
＝
講
堂

日
ご
ろ
か
ら
伝
統
芸
能
、
合
唱
、

器
楽
の
練
習
に
励
む
少
年
少
女
の

晴
れ
舞
台
で
す
。

期
日
＝
12
月
17
日
a

会
場
＝
市

立
劇
場
大
ホ
ー
ル

〔
第
１
部
〕

時
間
＝
午
後
１
時
〜
２
時
14
分

内
容
＝
①
中
沢
舞
友
会
…
弓
稚
子

ほ
か
②
希
望
が
丘
・
福
戸
小
（
長

岡
の
人
材
教
育
Ｇ
群
）
…
ド
レ
ミ
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お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�

長岡市ホームページアドレス

催 し�

●
青
少
年
芸
能
フ
ェ
ス
タ(

無
料)

青
少
年
育
成
課†

DC.

Q
V
Y
R

中
央
図
書
館
†
DC.

Q
W
V
Y

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

●
映
画
会

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
DC.

Q
Q
S
S

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
DE.

R
T
Q
V

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

●
囲
碁
教
室
（
無
料
）

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

●
将
棋
教
室
（
無
料
）

長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
お

買
い
物
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
、
中
心

街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
＝
無
料
（
食
事
ま
た
は
喫

茶
付
き
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス
８

人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１

月
12
日
f
ま
で
に
電
話
で
、
長
岡

市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
1
32

・
７
０
０
２
へ

◇
「
食
」
コ
ー
ス

食
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
人
集

合
！
キ
ッ
チ
ン
丸
ご
と
面
倒
み
ま

す
。

日
時
＝
１
月
23
日
c
午
前
10
時
〜

12
月
１
日
F
か
ら
１
月
１
日
_

ま
で
、
園
内
整
備
の
た
め
休
園
し

ま
す
。

冬
季
の
営
業
は
、
１
月
２
日
C

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１

午
後
２
時
　
コ
ー
ス
＝
厚
生
会
館

前
集
合
（
９
時
50
分
）
―
高
砂
園

―
ふ
じ
い
―
間
野
―
さ
い
花
―
末

広
堂
―
福
泉
堂
―
ア
ン
ベ
ー
ル（
食

事
）

◇
「
美
」
コ
ー
ス

心
も
か
ら
だ
も
美
し
く
！
自
分

に
い
い
も
の
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
１
月
26
日
f
午
後
１
時
〜

４
時

コ
ー
ス
＝
厚
生
会
館
前
（
午

後
０
時
50
分
集
合
）
―
ミ
ヤ
コ
ヤ

―
ビ
ー
キ
ュ
ー
ト
サ
イ
ド
―
ブ
テ

ィ
ッ
ク
あ
い
―
タ
ニ
写
真
館
―
中

越
療
術
院
―
ミ
チ
ル
（
喫
茶
）

※
お
店
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
1
32
・
７
０
０
２
、

商
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２
８

都
市
政
策
課†

DJ.

S
S
S
V

●
長
岡
市
景
観
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■アンサンブル・リリック 弦楽コンサート with SAWA QUARTET
アンサンブル講習会受講者による成果発表コンサートです（無料）。

日　時＝１月14日a午後２時から
会　場＝リリックホール・コンサートホール
出　演＝澤和樹（指揮）、市坪俊彦（ヴィオラ）、SAWA  QUARTETメン

バー、アンサンブル・リリック（アンサンブル講習会受講者）
曲　目＝グリーグ／２つの悲しい旋律、ブリテン／シンプル・シンフ

ォニーほか
整理券が必要です。リリックホール、市立劇場、市内プレイガイド
等でどうぞ。
■ジュニア・リリック・コンサート（無料）
ピアノ、ヴァイオリン、フルート、ホルン、声楽、アンサンブルと
華やかな演奏会です。昨年度、全日本学生音楽コンクール・フルート
中学生部門第１位を受賞した小山祐幾さんが特別出演します。
日　時＝12月23日-午後１時30分から
会　場＝リリックホール・コンサートホール
曲　目＝ショパン／バラード第３番Op.47、ショスタコビッチ／「24

の前奏曲とフーガ」より　ほか
整理券が必要です。リリックホール、市立劇場、市内プレイガイド
等でどうぞ。
■親子のための招待コンサート（無料）
クリスマスの名曲を歌とピアノでみなさまにお届けします。
日　時＝12月24日a午後２時から
会　場＝リリックホール・コンサートホール
対　象＝５歳～18歳までの子どもとその保護者
曲　目＝チャイコフスキー／くるみ割り人形より（２台ピアノ）、ディ

ズニー・メドレーほか
出　演＝竹内公一さん（テノール）、渡邉玲美さん（アルト）、押川珠

里さん（ピアノ）ほか
整理券が必要です。リリックホールへ電話で申し込んでください。
■長岡国際ふゆのたびフェスティバル
室内楽、フルートマスタークラス受講生募集

〈室内楽マスタークラス〉
対　象＝ヴァイオリンとピアノ、チェロとピアノのペア
日　時＝３月13日c～18日a

会　場＝リリックホール・コンサートホール
講　師＝ロジャー・ヴィニョールズさん（ロイヤル・カレッジ・オブ

・ミュージックプリンス・コンソート教授）
〈フルートマスタークラス〉
日　時＝３月８日e～11日a

会　場＝リリックホール・コンサートホール
講　師＝ポール・エドモンド＝デイヴィスさん（ロンドン交響楽団首

席フルート奏者）
お問い合わせは、リリックホール「ふゆのたび」係へ。

&長岡市芸術文化振興財団ガイド 129・7711

中
心
商
店
街

お
買
い
物
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

１
月
の
コ
ー
ス

国
営
越
後
丘
陵
公
園
が

休
園
し
ま
す

期
日
＝
１
月
４
日
e

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

会
費
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
12
月
15
日
f
ま
で
に

会
費
を
添
え
て
秘
書
課
1
39
・
２

２
０
０
ま
た
は
長
岡
商
工
会
議
所

１
階
受
付
1
32
・
４
５
０
０
へ

新
年
賀
詞
交
換
会

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
「
新
潟
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
」

参
加
者
募
集

■
県
立
近
代
美
術
館
（
1
28
・
４
１
１
１
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
「
語
り
継
ぐ
越
後
の
昔
話
」
会

■
長
岡
老
い
を
考
え
る
会
講
演
会（
無
料
）

■
子
育
て
・
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
い
い
子
」も
危
な
い
っ
て
、ホ
ン
ト
？

■
パ
ス
テ
ル
画
製
作

■
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

■
「
自
然
体
生
活
術
」
お
話
会

●
「
手
打
ち
そ
ば
」
加
工

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
DE.

V
T
W
Q



日
時
＝
１
月
14
日
a
午
後
３
時
か
ら
　
出

演
＝
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
と
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
長
岡
の
子
ど

も
た
ち
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
入
場
＝
無

料
。
た
だ
し
、
ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店
１
階
サ

ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
1
28
・
０
８
８
０
で

配
布
の
入
場
整
理
券
が
必
要
。

期
日
と
テ
ー
マ
＝
①
１
月
18
日
e
「
日
時

計
・
星
時
計
」
を
作
ろ
う
②
２
月
22
日
e

「
星
座
早
見
盤
」
を
作
ろ
う
③
３
月
22
日

e
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
を
作
ろ
う
④
４

月
19
日
e
「
望
遠
鏡
」
を
作
ろ
う
　
時
間

＝
①
、
②
は
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
、
③
、

④
は
午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
工
作
室
　
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
30

人
　
参
加
料
＝
４
回
分
１
、５
０
０
円
（
初

回
に
）

申
し
込
み
＝
１
月
８
日
-
ま
で

に
太
田
昭
次
さ
ん
1
32
・
１
５
０
８

平
成
13
年
は
２
月
２
日
f
か
ら
活
動
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
の
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

会
費
＝
年
３
、０
０
０
円
（
材
料
費
は
別
）

申
し
込
み
＝
佐
藤
昭
ニ
さ
ん
1
36
・
２
４
５

５
詩
の
意
味
を
勉
強
し
な
が
ら
歌
い
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
午
後
３
時

30
分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
ル
ー
テ

ル
教
会
（
三
和
３
）

参
加
料
＝
１
回
５

０
０
円
　
指
導
＝
声
楽
家
・
鏑
木
健
さ
ん

問
い
合
わ
せ
＝
福
井
さ
ん
1
33
・
１
７
６
７
、

鏑
木
さ
ん
1
０
９
０
・
１
９
３
３
・
０
９
０

８

０
円
、
入
選
５
点
各
１
０
、０
０
０

円
ほ
か
　
締
め
切
り
＝
12
月
28
日

e
必
着
　
応
募
先
＝
各
体
育
館

※
入
賞
作
品
お
よ
び
応
募
作
品
の

一
部
を
7
長
岡
市
体
育
協
会
発
行

の
刊
行
物
に
掲
載
し
ま
す
。
応
募

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
応

募
作
品
の
使
用
権
は
7
長
岡
市
体

育
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。
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特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

期
日
＝
１
月
21
日
a

会
場
＝
北

部
体
育
館
　
種
目
＝
小
学
生
５
年

・
６
年
の
部
、
中
学
生
男
子
・
女

子
の
部
、
高
校
生
男
子
・
女
子
の

部
　
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
３
、０
０

０
円
、
個
人
戦
の
み
参
加
す
る
人

は
１
人
３
０
０
円
を
当
日
会
場
へ

申
し
込
み
＝
各
体
育
館
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
１
月
10
日
d
ま
で
に
〒
９
５

５
―
０
８
５
２
三
条
市
南
四
日
町

１
の
１
の
10
三
条
高
校
・
石
澤
聡

さ
ん
へ
郵
送

〜
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
感
動
の

ワ
ン
シ
ー
ン
な
ど
を
と
ら
え
て
み

ま
せ
ん
か
〜

応
募
サ
イ
ズ
＝
２
Ｌ
判
以
上
の
プ

リ
ン
ト
（
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
ど

ち
ら
で
も
可
、
１
人
５
点
以
内
）

賞
と
副
賞
＝
大
賞
１
点
５
０
、０
０

スポーツ�
&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）
†
DE.
S
X
Q
Q

●
市
民
体
育
祭
剣
道
大
会

●
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

シ ル バ ー �

コ　ー　ス　名� 曜 日 と 時 間� 期　　　　間� 定　員� 対　　　象� 参加料� 内　　　　　　容�

婦 人 �

ア ク ア ビ ク ス �

水中ウォーキング�

月
　Ａ12：30～13：30�

　　Ｂ13：30～14：30

金
　Ａ12：30～13：30�

　　Ｂ13：30～14：30

火
　Ａ10：30～11：30�

　　Ｂ11：30～12：30

木
　Ａ10：30～11：30�

　　Ｂ11：30～12：30

水
　Ａ12：30～13：15�

　　Ｂ13：15～14：00

木
　Ａ12：30～13：15�

　　Ｂ13：15～14：00

月
　Ａ10：30～11：30�

　　Ｂ11：30～12：30

水
　Ａ10：30～11：30�

　　Ｂ11：30～12：30

金
　Ａ10：30～11：30�

　　Ｂ11：30～12：30

１月15日～３月19日�

１月19日～３月23日�

１月16日～３月13日�

１月18日～３月22日�

１月17日～３月14日�

１月18日～３月22日�

１月15日～３月19日�

１月17日～３月21日�

１月19日～３月23日�

各15人�

各10人�

各10人�

各10人�

おおむね60歳以上�

女 性�

一 般 成 人�

一 般 成 人�

各4，500円�

各5，000円�

各3，500円�

各5，000円�

各4，500円�

各5，000円�

各5，000円�

個々の能力に応じて４泳法（クロール、背
泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ）の習得を目指
した指導をします。�
泳力増進、４泳法（クロール、背泳ぎ、平泳ぎ、
バタフライ）、無理のない泳ぎ方の習得�

個々の能力に応じて４泳法（クロール、背
泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ）の習得を目指
した指導をします。�
泳力増進、４泳法（クロール、背泳ぎ、平泳ぎ、
バタフライ）の習得�

音楽に合わせて、体力づくりに必要な水
中運動（水中エアロビクス）の基本動作を
指導します。�

腰痛や肥満対策の為に必要な、水中動作（ウ
ォーキング）を指導します。�

若干名�

　20人�ダ イ ビ ン グ �日　　10：30～12：00 １月21日～３月18日� ど な た で も�　4，000円�飛び込み（ダイビング）の基本的な技術を指導します。�

会　場＝悠久山屋内温水プール
持ち物＝水着、水泳用ゴーグル（水泳帽は用意します）
申し込み＝12月22日f午前10時から電話または直接、悠久山屋内温水プール1３５・６３６８へ
問い合わせ＝悠久山屋内温水プール（悠久町３３６）1３５・６３６８、FAX３７・７８９９

悠久山水泳教室

教室名�

期　間�

内　容�

対　象�

時　間�

参加料�

申し込み�

定　員�

大
手
通
１
の
４
の
10
�

館�

厚�
生�
会�

教室名�

対　象�

定　員�

教室名�

教室名�

期　間�

内　容�

対　象�

定　員�

時　間�

参加料�

申し込み�

青年クラブ� 婦人クラブ� 市民クラブ�

期　間�

内　容�

期　間�

参加料�

対　象�

時　間�

参加料�

申し込み�

定　員�

申し込み�

時　間�

内　容�

青年男女� 女　　性� 成年男女�

30　人�

19：00～21：00

5，000円（会場使用料込み）�

12月11日b午前９時から電話で市民体育館へ1３４・２７００�

20　人� 30　人�

10：00～12：00 18：30～20：30

１月10日～３月28日�
毎週水曜日�

１月11日～３月29日�
毎週木曜日�

～体力づくりと仲間づくり楽しみながら健康づくり～�
・各種スポーツ、ゲームなど�

学
校
町
１
の
２
の
１�

育�
館�

市�
民�
体�

親　子　体　操　教　室�

め　　ば　　え� ひ　よ　こ�

火曜日コース�水曜日コース�金曜日コース�火曜日コース�木曜日コース�水曜日コース�木曜日コース�月曜日コース�木曜日コース�火曜日コース�金曜日コース�

30　組� ５　組� 10　組� ５　組� ５　組� ５　人� ５　人� 30　人� 30　人�

13：30～14：30 10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00 13：30～15：00

4，000円（体育館使用料込み）�

平成９年４月２日～平成10年４
月１日までに生まれた子どもと
その保護者�

平成６年４月２日～平成
９年４月１日までに生ま
れた子どもとその保護者�

小学校１～３年生� 女　　　性�
おおむね55歳以上�

の男女�

１月９日～�
　３月13日�
毎週火曜日�

１月10日～�
　３月14日�
毎週水曜日�

１月12日～�
　３月16日�
毎週金曜日�

１月９日～�
　３月13日�
毎週火曜日�

１月11日～�
　３月22日�
毎週木曜日�

１月10日～�
　３月14日�
毎週水曜日�

１月11日～�
　３月22日�
毎週木曜日�

１月16日～�
　３月12日�
毎週月曜日�

１月11日～�
　３月22日�
毎週木曜日�

30　人� 60　人�

10：00～11：30

１月９日～�
　３月13日�
毎週火曜日�

１月12日～�
　３月16日�
毎週金曜日�

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなど、発達段
階に応じた基礎運動。ボールやマットを使った運動、リ
ズム体操など。�

5，000円（体育館使用料込み）�

12月18日b午前９時から電話で市民体育館1３４・２７００へ�

幼年体育教室� ス ポ ー ツ ク ラ ブ�

つ　ば　さ� マスターズ� レディース�

・器具を使った基礎運動�
・集団遊び。�
・各種スポーツ、ゲーム�

・各種体操�
・各種軽スポーツ・ゲーム�
　（ソフトバレーボール、卓球、�
　　バドミントン、ミニテニス）�

5，000円（体育館使用料込み）�

曲
新
町
５
６
４
の
３�

育�
館�

南�
部�
体�

親　子　体　操　教　室�

北　部　ス　ポ　ー　ツ　ク　ラ　ブ�

平成９年４月２日～平成10年４月１日までに生まれた子どもとその保護者�

10：30～11：30

火曜日コース�

婦　　　　人� 一　　　　般� 親子ふれあい�マ ス タ ー ズ�

木曜日コース�

20　組� 20　組�

１月９日～３月13日�
毎週火曜日�

１月11日～３月15日�
毎週木曜日�

・親子のスキンシップ体操�
・リズム体操　・各種ゲーム�

5，000円（体育館使用料込み）�

12月18日b午前９時から電話で南部体育館1３９・３６００へ�

5，000円（体育館使用料込み）�

12月18日b午前９時から電話で北部体育館1２４・６１１６へ�

婦人スポーツクラブ� マスターズスポーツクラブ� エアロビックダンスクラブ�

女　　性� おおむね55歳以上の男女�

30　人� 30　人�

１月15日～３月19日�
毎週月曜日�

１月10日～３月14日�
毎週水曜日�

・各種スポーツ�
・ゲーム�
・エアロビックな運動�

10：00～12：00

・各種体操�
・各種スポーツ、ゲーム�
　（ミニテニス、ソフトバレー）�

13：00～15：00

どなたでも�

30　人�

１月12日～３月16日�
毎週金曜日�

・エアロビックダンス�
・ストレッチ体操�

10：00～11：30

東
蔵
王
２
の
２
の
72
�

育�
館�

北�
部�
体�

女　　性�

30　人�

10：00～11：30 13：30～15：00 19：00～20：30 10：30～11：30

30　人� 10　人� 15　組�

おおむね55歳以上の男女� 一　　般� 平成９年４月２日～平成10年４月１日までに�
生まれた子供とその保護者�

１月10日～３月28日�
毎週水曜日�

１月10日～３月28日�
毎週水曜日�

１月10日～３月28日�
毎週水曜日�

１月11日～３月15日�
毎週木曜日�

・各種体操�
・各種軽スポーツ（ソフトバレーボール・卓球・バドミントン・ミニテニス・バレーボールなど）�

親と子のスキンシップ�
発達段階に応じた基礎運動�
リズム体操�

※厚生会館には駐車場がありません。�

スポーツ教室の
ご案内

＜初回に持参するもの＞
参加料　運動のできる服装　内履きの運動靴　タオル
顔写真１枚（縦５b×横４b、裏に氏名を記入）
印鑑（親子体操教室・幼年体操教室のみ）

※大会などのため、日程を変更する場合があります。

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
エ
コ
ロ
ジ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
瓶
ヶ
森
の
河
童
」

■
ク
ラ
フ
ト
天
体
観
測
機
材
制
作
教
室

■
長
岡
表
具
同
好
会
会
員
募
集

■
「
叙
情
歌
を
歌
う
会
」
会
員
募
集

か
め
が
も
り

し
ば
て
ん

追加募集



日
時
＝
１
月
21
日
a
午
前
11
時
試
合
開
始

会
場
＝
市
民
体
育
館
　
内
容
＝
第
１
試
合

…
東
京
ガ
ス
×
松
下
電
工
、
第
２
試
合
…

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮
城
×
豊
田
合
成
ト
レ
フ

ェ
ル
サ
　
入
場
料
＝
エ
リ
ア
指
定
席
…
Ｓ

席
２
、０
０
０
円
、
Ａ
席
１
、５
０
０
円
、

自
由
席
…
一
般
１
、３
０
０
円
、
高
校
生
１
、

０
０
０
円
、
小
中
学
生
５
０
０
円
（
12
月

16
日
g
午
後
１
時
か
ら
市
民
体
育
館
で
発

売
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
体
育
館
1
34

・
２
７
０
０
、
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・

関
矢
さ
ん
1
27
・
０
８
３
４

対
象
＝
長
岡
市
出
身
ま
た
は
市
内
の
高
校

を
卒
業
し
た
大
学
生
、
大
学
院
生
　
所
在

地
＝
東
京
都
武
蔵
野
市
西
久
保
２
の
16
の

９
　
部
屋
＝
６
畳
洋
間
個
室
食
事
な
し

寮
費
＝
月
２
８
、０
０
０
円
（
光
熱
費
込
み
）

申
し
込
み
＝
１
月
31
日
d
ま
で
に
斎
藤
佑

さ
ん
1
36
・
０
９
５
０
へ

募
集
人
数
＝
１
年
生
１
２
０
人
（
附
属
長

岡
小
学
校
か
ら
の
連
絡
入
学
者
約
80
人
を

含
む
）

対
象
＝
平
成
13
年
３
月
小
学
校

卒
業
見
込
み
で
自
宅
か
ら
片
道
１
時
間
以

内
で
通
学
で
き
る
人
　
申
し
込
み
＝
所
定

の
申
込
用
紙
（
12
月
22
日
f
ま
で
長
岡
附

属
学
校
事
務
室
1
32
・
４
９
５
６
で
直
接
交

付
）
で
　
出
願
期
間
＝
12
月
20
日
d
〜
27

日
d
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

◇
平
成
13
年
１
月
採
用

職
種
と
人
員
＝
事
務
員
（
準
職
員
）
１
人

勤
務
地
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槇
山
け

専
門
の
知
識
を
持
っ
た
相
談
員

（
保
健
婦
、
助
産
婦
、
思
春
期
相

談
員
）
が
女
性
の
全
生
涯
に
わ
た

る
か
ら
だ
の
こ
と
や
心
配
ご
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
思
春
期
や
性

に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
人
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

男
性
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
午
後
１
時
〜
４
時
（
相
談
日
が

祝
祭
日
の
場
合
は
休
み
）

相
談

方
法
＝
電
話
相
談
…
相
談
専
用
番

号
1
39
・
９
３
５
７
（
相
談
日
以

外
は
通
じ
ま
せ
ん
）、
面
接
相
談
…

予
約
が
必
要
で
す
。
企
画
課
女
性

診
　
料
金
＝
子
宮
頸
部
が
ん
１
、７

０
０
円
、
子
宮
頸
・
体
部
が
ん
２
、

５
０
０
円
、
乳
が
ん
７
０
０
円
を

検
診
受
診
後
、
納
付
書
に
よ
り
指

定
金
融
機
関
等
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

１
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
健
診
…

平
成
12
年
９
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
健
診
…
平
成
12
年
３
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
　
持
ち

物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、
母

子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち
ゃ

ん
の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
36
年
４

月
２
日
〜
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
12
月
20
日
d
・
21
日
e
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
血
圧

測
定
、
尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂

血
症
な
ど
の
検
査
　
申
し
込
み
＝

会
場
で

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
食
事
、
か
ら
だ
や

心
の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間
＝

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

忙
し
い
毎
日
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ

と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分

の
体
の
こ
と
。

市
内
の
医
療
機
関
（
子
宮
が
ん

検
診
は
病
院
や
産
婦
人
科
医
院
で
、

乳
が
ん
検
診
は
病
院
や
外
科
医
院
）

で
直
接
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
30
歳
以
上
（
昭
和
46
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

内
容
＝
子
宮
が
ん
…
視
診
・
内
診

（
細
胞
診
）、
乳
が
ん
…
視
診
・
触

1 8

や
き
苑
　
採
用
試
験
日
＝
12
月
22
日
f

募
集
期
間
＝
12
月
20
日
d
ま
で
　

◇
平
成
13
年
４
月
１
日
採
用

職
種
と
人
員
＝
看
護
職
員
４
人
、
準
介
護

職
員
３
人
　
勤
務
地
＝
長
岡
市
、
与
板
町
、

三
島
町
、
寺
泊
町
、
和
島
村
の
施
設
　
採

用
試
験
日
＝
平
成
13
年
１
月
　
募
集
期
間

＝
12
月
29
日
f
ま
で

問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古

老
人
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
し

ま
園
1
42
・
３
１
３
１

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
（
祝
祭
日
お
よ
び
１
月
４
日
e
は

除
く
）

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
＝
土
地
建
物
の
売
買
等
の
登
記
、

会
社
・
法
人
の
設
立
等
の
登
記
、
自
己
破

産
等
で
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
作
成
な

ど
　
申
し
込
み
＝
前
日
の
午
後
４
時
〜
６

時
に
新
潟
県
司
法
書
士
会
中
越
支
部
1
34
・

６
７
６
３
へ

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
場
所
＝
関
東
信
越
税
理
士

会
長
岡
支
部
税
理
士
会
館
（
三
和
３
）

相
談
内
容
＝
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

申
し
込
み
＝
関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支

部
1
33
・
８
０
８
０

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
、

お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
の
人
が
抱
え
る
悩

み
ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

日
時
＝
12
月
11
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
会
場
＝
長
岡
保
健
所
　
内
容
＝
精
神

科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

申
し
込
み
＝
長
岡
保
健
所
地
域
保
健
課
1

33
・
４
９
３
１

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
と

き
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
使
用
す
る
前

に
点
検
を
す
る
。

②
給
油
す
る
と
き
は
必
ず
火
を
消

す
。

③
給
油
口
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に

し
め
る
。

④
給
油
の
と
き
こ
ぼ
れ
た
油
は
ふ

き
と
る
。

⑤
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
で
洗
濯
物
を

乾
か
さ
な
い
。

⑥
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
く
に
置

か
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
子
ど
も
を

遊
ば
せ
な
い
。

担
当
＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35
・

２
１
９
０

長
岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

（
地
上
）
で
は
、
冬
期
間
、
自
転

車
と
バ
イ
ク（
50
'
以
下
）を
お
預

か
り
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
12
月
25
日
〜
来
年
３
月
24

日
（
期
間
中
の
出
し
入
れ
は
で
き

ま
せ
ん
）

料
金
＝
自
転
車
３
、０

０
０
円
、
バ
イ
ク
４
、５
０
０
円

申
し
込
み
・
搬
入
＝
12
月
15
日
f

〜
25
日
b
に
直
接
駐
車
場
へ

問

い
合
わ
せ
＝
東
口
自
転
車
駐
車
場

1
34
・
１
６
７
８
、
大
手
口
駐
車

場
1
33
・
２
３
４
５

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
年
の
瀬
は
　
ゆ
と
り
と

笑
顔
で
　
安
全
運
転
」

担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０
６

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・

介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
所
得
税

や
市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
全
額
が
所

得
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

12
年
中
の
１
年
間
（
１
〜
12
月
）

に
納
め
た
保
険
料
の
合
計
で
、
過

去
の
未
払
保
険
料
の
支
払
分
も
含

み
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
家
族

の
保
険
料
や
免
除
期
間
の
追
納
保

険
料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
）
さ
れ
た
保
険
料
は
、

徴
収
さ
れ
た
本
人
の
申
告
の
場
合

に
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
口
座
振
替
し

て
い
る
人
に
は
、
振
替
分
に
つ
い

て
、
１
月
に
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
。
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の

申
告
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
民
健
康
保
険
は

国
保
医
療
課
1
39
・
２
２
２
０
、

国
民
年
金
は
市
民
課
1
39
・
２
２

５
０
、
介
護
保
険
は
介
護
保
険
課

1
39
・
２
２
４
５

政
策
班
1
39
・
２
２
０
４
へ
予
約

の
上
、
今
朝
白
１
の
10
の
27
け
さ

じ
ろ
荘
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
や
寝
た
き
り

予
防
に
つ
い
て
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み

や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介
護
保
険

課
1
39
・
２
２
４
５

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的
に

訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
訓
練
室

を
開
放
し
て
い
ま
す
。
看
護
婦
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
、
簡
単
な
体
操

の
紹
介
も
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ

ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
み
や
う
ち
（
曲
新
町
５
６
６

の
７
）
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

12
月
は
「
愛
の
献
血
」
強
化
月

間
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。実

施
時
間
・
会
場
等
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

健
康
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

は
毎
日
、
献
血
が
で
き
ま
す
。

バ
ス
案
内
＝
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
６
番
タ

ー
ミ
ナ
ル
発
に
乗
車
し
、
三
ツ
郷

屋
停
留
所
下
車
、
長
岡
イ
ン
タ
ー

方
向
に
徒
歩
５
分
　
受
付
＝
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
成
分
献

血
は
1
29
・
２
３
５
０
に
予
約
必

要
）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数12.11.１（前月比）

191,279人 64,861世帯
（＋133） （＋73）（＋99）（＋34）

94,022人 97,257人

　月曜日・木曜日�
　火曜日・金曜日�
　水曜日・土曜日�

12月３日a・23日-・31日a�
　　10日a・24日a �
　　17日a �

休日急患診療所�
†35・８２５５�

休日急患歯科診療所
†33・９６４４�

診療科目�
内科（小児科）・外科�

診療科目�
歯　科�

受付時間 午前９時～11時30分 �
　　　　 午後１時～５時30分�

受付時間 午前９時～11時30分 �
　　　　 午後１時～３時30分�

長岡中央綜合病院（†35・３７００）�
立 川 綜 合 病 院（†33・３１１１）�
長 岡 赤 十 字 病 院（†28・３６００）�

長岡中央綜合病院（†35・３７００）�
立 川 綜 合 病 院（†33・３１１１）�
長 岡 赤 十 字 病 院（†28・３６００）�

12月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。
年末年始の急患診療体制については、23ページの12月31日～１
月３日の急患診療体制をご覧ください。
a 休日急患診療所（西千手２－５－１　健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療所へ。
s 夜間等の当番病院
①平日（10～12月の当番）

②日曜・祝日

健 康�
健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
DC.

V
Q
Q
Q

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

●
足
腰
健
康
相
談
室

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

●
女
性
の
健
康
相
談
（
無
料
）

●
冬
の
火
災
予
防

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

企
画
課

†
DJ.

S
S
Q
U

介
護
保
険
課
†
DJ.

S
S
U
V

くらし�

●
国
保
・
国
民
年
金
・
介
護
の

保
険
料
は
所
得
金
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す

●
自
転
車
・
バ
イ
ク
を
冬
期
間

あ
ず
か
り
ま
す

●
12
月
11
日
（月）
〜
31
日
（日）
は
年

末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期

間
で
す

期
日�

相

談

内

容�

担

　
当�

リ
ハ
ビ
リ
や�

介
護
上
の
悩�

み
な
ど�

リ
ハ
ビ
リ
や�

運
動
の
仕
方�

な
ど�

臨
床
心
理
士�

理
学
療
法
士�

12／21�
e

１／11�
e

期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

20�
d

12／６�
d

栄
養
相
談�

心
の
健
康�

栄
養
士�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

保
健
婦�

期
日�

会
　
場�

時
　
　
　
間�

12／17�
a

23�
-

１／６�
g

ダ
イ
エ
ー�

　
長
岡
店�

13�
g

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜
４
時�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

ジ
ャ
ス
コ�

　
長
岡
店�

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅�

（
大
手
口
）�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

訂
正

11
月
号
の
休
日
急
患
診
療
所
の
電
話
番
号
、
立
川
綜
合
病
院
の
平
日
夜

間
当
番
曜
日
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
Ｖ
１
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

男
子
長
岡
大
会

■
長
岡
育
英
（
男
子
）
寮
入
寮
者
募
集

■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
長
岡
中
学
校
生
徒
募
集

■
社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉
会

職
員
募
集

■
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

■
お
年
寄
り
の
よ
ろ
ず
相
談
（
無
料
）

1
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

■
長
岡
保
健
所

精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
������������	�
���
������		
������

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
12
年
度
の
社
費
募
集
総
額

は
２
、０
９
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
新
規
ご
加
入
と
、
協

力
委
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。

社
費
は
、
国
内
外
へ
の
災
害
救

助
活
動
や
救
援
物
資
交
付
、
災
害

死
亡
者
弔
慰
金
、
救
急
法
の
講
習

会
な
ど
、
市
地
区
は
じ
め
国
際
赤

十
字
事
業
を
行
う
活
動
資
金
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
内
日

本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
長
岡
市

地
区
事
務
局
1
39
・
２
２
１
７ ▲長岡市総合防災訓練での救急

法講習会（８月27日）

●
日
赤
社
費
募
集
へ
の
ご
協
力
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



����������
����������
����������

〔
長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
長
岡
市
西
津
町
字
原
４
６
６
８
）
〕

障
害
を
持
つ
人
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
の
ほ
か
、
電
話
相

談
（
1
47
・
２
２
０
８
、
FAX
47
・
２
２
０

６
）
や
、
自
宅
へ
伺
う
訪
問
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
方
法
＝
直
接
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
か
、

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付

日
時
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
日

曜
・
祝
祭
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
緊
急
時

は
夜
間
も
受
け
付
け
ま
す
。

〔
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
相
談
〕

自
身
も
障
害
を
持
つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、

仲
間
（
ピ
ア
）
と
し
て
、
知
識
や
体
験
を

基
に
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
絡
先
＝
太
刀
川

武
（
視
覚
障
害
）
1
32
・
３
９
７
８
、
田

中
敏
栄
（
聴
覚
障
害
）
FAX
36
・
８
０
７
８
、

須
栗
偉
介
（
肢
体
不
自
由
）
1
32
・
２
６

８
７
、
片
桐
憲
治
（
内
部
障
害
）
1
46
・

２
２
３
４
、
高
津
薫
（
視
覚
障
害
）
1
36
・

６
３
１
７
、
桑
原
壮
一
（
肢
体
不
自
由
）

1
35
・
３
３
７
６
　
相
談
方
法
＝
電
話
で

直
接
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
し
て
く

は
、「
障
害
者
基
本
法
」（
平
成
５

年
公
布
）
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
３
日
〜
９
日
の
１

週
間
は
、「
障
害
者
週
間
」
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
日
や
週
間
を
機
会
に
、

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
一

人
の
個
人
と
し
て
社
会
参
加
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

製
造
業
の
全
事
業
所
を
対
象
に
、

12
月
31
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
工

業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、

調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
等

の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
1
39
・
２

２
４
８

「
障
害
者
の
日
」
は
、
昭
和
56

（
１
９
８
１
年
）の
国
際
障
害
者
年

に
12
月
９
日
と
決
め
ら
れ
、
現
在

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
を
す
る
こ
と
で
あ
な
た
に
代
わ

っ
て
金
融
機
関
が
預
金
口
座
か
ら

納
付
し
ま
す
の
で
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
へ
届
け
出
印
を
お
持
ち

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
は
、
手

続
き
し
た
月
の
翌
月
末
日
分
か
ら

で
す
。

な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
共
有
名
義
分
は
個
人
名
義

分
と
は
別
に
口
座
振
替
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
収
納
課
1
39
・
２

２
１
４

2 0

だ
さ
い
。
毎
週
土
曜
日
と
第
２
・
４
月
曜

日
は
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

こ
の
会
は
、
心
に
病
を
持
つ
人
の
家
族

と
、
精
神
保
健
・
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人

の
集
ま
り
で
す
。

同
じ
悩
み
や
願
い
を
語
り
合
い
、
支
え

合
い
、
研
修
や
学
習
を
通
し
て
病
気
や
対

応
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
月
１
回
定

例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
会
へ
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
14
日
e
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３

の
５
の
30
）

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険

課
内
精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局
1
39
・

２
２
４
５

の
保
健
衛
生
及
び
体
位
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
た
功
績

井
口
　
正
男
（
高
町
１
）

▼
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
学
校

環
境
衛
生
の
維
持
及
び
改
善
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

佐
藤
　
徹
　
（
宮
内
８
）

▼
多
年
長
岡
市
地
域
子
ど
も
会
の

育
成
及
び
組
織
の
拡
充
・
強
化
に

尽
力
さ
れ
青
少
年
の
健
全
育
成
に

寄
与
さ
れ
た
功
績

清
水
　
仁
　
（
今
朝
白
１
）

岩
田
　
實
　
（
悠
久
町
）

渡
辺
　
猛
　
（
四
郎
丸
１
）

増
田
　
省
二
（
越
路
町
）

▼
多
年
長
岡
ス
キ
ー
協
会
役
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績三

井
　
秀
夫
（
宝
４
）

鷲
尾
　
公
雄
（
柿
町
）

▼
多
年
長
岡
市
陸
上
競
技
協
会
役

員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

島
峰
　
孝
　
（
中
島
１
）

▼
多
年
長
岡
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

星
野
　
衛
　
（
旭
町
１
）

▼
多
年
学
校
医
と
し
て
児
童
生
徒

▼
多
年
長
岡
市
川
崎
公
民
館
長
と

し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

植
村
　
敬
一
（
東
神
田
３
）

▼
多
年
長
岡
市
下
川
西
公
民
館
長

と
し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
功
績

若
林
　
智
雄
（
李
崎
町
）

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績土

田
　
洋
一
（
千
手
２
）

▼
多
年
長
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
功
績

広
井
　
弘
市
（
悠
久
町
）

表
彰
式
は
、
11
月
20
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
火
災
の
発
生
を
迅
速
か
つ
適
切

な
行
動
に
よ
り
未
然
に
防
い
だ
模

範
的
行
為

阿
部
　
由
紀
乃
（
信
濃
２
）

▼
多
年
長
岡
市
公
立
学
校
通
学
区

域
審
議
会
委
員
と
し
て
学
校
教
育

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

今
井
　
勇
喜
雄
（
平
島
２
）

佐
藤
　
一
朗
（
四
郎
丸
１
）

▼
多
年
長
岡
市
社
会
教
育
委
員
と

し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

澤
田
　
和
夫
（
土
合
５
）

2 1

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

長
岡
市
が
発
注
す
る
各
種
の
建

設
工
事
や
物
品
な
ど
の
指
名
競
争

入
札
お
よ
び
随
意
契
約
の
協
議
に

参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
施
設
工
事
は
、
別

に
水
道
局
1
34
・
１
４
１
２
に
申

請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.city.nagaoka.

niigata.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
①
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
…

１
月
９
日
c
〜
２
月
23
日
f
②
物

品
…
１
月
９
日
c
〜
２
月
２
日
f

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

問
い
合
わ

せ
＝
契
約
検
査
課
1
39
・
２
２
１

０
12
月
28
日
e
は
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
分
の

納
期
限
で
す
。
忘
れ
ず
に
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
納
税
は
便
利
な
口
座
振

●
建
設
工
事
、
物
品
の
納
入
等
の

入
札
参
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№31

問い合わせは消費生活センター†32・0022へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

着物のプレゼントだから応募したのに、
仕立て代を取られるなんて…

Ｑ：　チラシに、「アンケートに
お答えいただいた方の中か
ら抽選でお好きな着物をプ
レゼント」とあったので応
募したら、抽選にあたった
と連絡があり、会場に行っ
た。すると、「反物はプレゼ
ントするが、仕立て代が必
要。帯や小物も買うように」
と長時間勧められた。無料
のつもりで応募したのに、
納得いかない。

Ａ：　よく見ると、チラシには小さな文字で、「お仕立ては
当社が承ります」と書いてありました。このため、相
談者から業者に、無料のつもりで応募したので取りや
めたいと申し出ることになりました。
このほかに、「着物を買ってクレジット契約をすれば、
会社からモニター料として毎月のクレジット代金を渡
す」という和服モニターの仕事を始めたが、会社が倒
産して数百万円ものクレジットの残高だけが残ったと
いう相談もあります。
うまい話には裏があります。十分に注意してください。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て
（
12
月
28
日
E
と
１
月
４
日
E
は
お
休
み
し
ま
す
）

タ
ケ
は
節
を
規
則
正
し
く
並
べ

な
が
ら
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
ま
す
。

そ
の
稈
（
茎
の
こ
と
）
は
強
靭
で

折
れ
に
く
く
、
常
に
青
々
と
し
て

衰
え
を
見
せ
ず
に
繁
茂
し
ま
す
。

古
く
か
ら
タ
ケ
は
神
の
依
代
と

さ
れ
、
瑞
祥
（
お
め
で
た
い
の
意
）

植
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
日
で
も
邪
悪
を
払
う
と
い
う
意

味
か
ら
、
お
正
月
の
門
松
や
地
鎮

祭
の
際
に
注
連
縄
を
張
る
斎
竹
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
夕
の
夜
に
は
、
葉
の
つ
い
た

青
竹
を
庭
先
に
立
て
、
牽
牛
、
織

女
の
星
に
幸
運
を
願
う
な
ど
、
生

活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
タ

ケ
は
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ケ
ほ
ど
実
用
的
な
用

途
が
多
岐
に
わ
た
る
植
物
は
ほ
か

に
な
い
で
し
ょ
う
。
生
長
が
早
く

３
〜
４
カ
月
で
一
生
の
体
形
が
完

成
し
、
１
年
も
す
れ
ば
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
建
築
材
、
家
具
、
調
理

具
、
楽
器
、
生
花
材
、
農
具
、
遊

具
、
茶
道
具
な
ど
の
素
材
と
し
て

使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
筍
は
食
用
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
葉
は
、
古
く
は

ふ
と
ん
綿
の
代
用
と
さ
れ
、
紙
が

発
明
さ
れ
る
以
前
に
は
文
字
を
書

き
保
存
す
る
「
竹
簡
」
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
的
に
は
大
型
の
も
の
を
タ

ケ
と
呼
び
、
小
型
の
も
の
を
サ
サ

と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
厳

密
に
は
、
筍
が
生
長
し
た
後
に
竹

の
皮
が
落
ち
る
の
が
タ
ケ
で
、
生

長
後
も
竹
の
皮
が
着
い
て
い
る
も

の
を
サ
サ
と
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
メ
ダ
ケ
や
ヤ
ダ
ケ
な
ど
、

タ
ケ
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
て

も
サ
サ
の
仲
間
に
分
類
さ
れ
た
り
、

オ
カ
メ
ザ
サ
の
よ
う
に
サ
サ
と
い

う
名
前
で
も
タ
ケ
の
仲
間
に
分
類

さ
れ
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

（
植
え
る
場
所
と
主
な
種
類
）

・
門
、
通
路
、
玄
関
に
は
、
シ
ホ

ウ
チ
ク
、
ト
ウ
チ
ク
、
ア
オ
ナ
リ

ヒ
ラ
、
ク
ロ
チ
ク
な
ど
。

・
庭
に
は
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、
ハ

チ
ク
、
ホ
ウ
ラ
イ
チ
ク
、
ク
ロ
チ

ク
、
キ
ン
メ
イ
チ
ク
な
ど
。

・
鉢
に
は
、
ヒ
メ
ハ
チ
ク
、
ク
ロ

チ
ク
、
ホ
テ
イ
チ
ク
、
チ
ゴ
カ
ン

チ
ク
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
な
ど
。

（
植
え
つ
け
）
移
植
期
は
種
類
に

よ
っ
て
か
な
り
差
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
筍
の
出
る
１
〜
２
カ

月
前
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

露
地
植
え
で
は
、
親
ダ
ケ
が
１

〜
２
年
生
の
も
の
を
、
地
下
茎
を

２
節
以
上
つ
け
て
植
え
ま
す
。
親

ダ
ケ
の
稈
は
、
枝
を
４
〜
６
段
つ

け
て
ほ
か
は
切
除
す
る
ほ
う
が
活

着
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

十
分
に
水
や
り
が
で
き
る
と
こ
ろ

で
は
そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

植
穴
の
径
は
根
鉢
の
２
倍
、
深

さ
は
２
倍
以
上
と
し
ま
す
。
穴
の

底
に
は
腐
葉
土
な
ど
を
入
れ
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
水
あ
げ
が
悪

い
の
で
植
え
つ
け
時
に
は

た
っ
ぷ
り
与
え
ま
す
。
根

づ
い
た
後
も
乾
燥
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
庭
の
タ
ケ
は
、

植
え
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
く
と
２
、

３
年
で
観
賞
価
値
が
な
く
な
り
ま

す
。
肥
料
を
や
る
と
10
年
く
ら
い

は
観
賞
で
き
ま
す
。

筍
の
出
る
１
カ
月
前
と
６
〜
７

月
の
生
長
の
最
も
盛
ん
な
と
き
の

少
な
く
と
も
２
回
、
稈
か
ら
20
〜

30
㎝
離
れ
た
と
こ
ろ
に
２
、
３
カ

所
、
10
㎝
ほ
ど
の
深
さ
で
土
を
掘

り
、
そ
の
中
に
油
か
す
を
埋
め
て

や
り
ま
す
。

（
整
姿
・
剪
定
）
４
〜
５
月
に
枝

を
短
く
切
り
つ
め
る
と
、
形
の
よ

い
枝
ぶ
り
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

い
よ
い
よ
２
０
０
０
年
も
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
は

昔
か
ら
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
き
た

植
物
、
タ
ケ
を
紹
介
し
ま
す
。

21
世
紀
の
門
出
を
祝
い
、
門
松
を
立
て
て
お
正
月
を
迎
え
ま

せ
ん
か
。

私
た
ち
の
生
活
に
関
係
深
い
タ
ケ

162

タ
ケ
と
サ
サ
の
区
別
は
？

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

●
今
年
の
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

区
　
　
分�
登
録
年
度�

申
請
方
法�

建
設
工
事�

測
量
・
建

設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

等
　
　
　�

物
品
の
販�

売
・
賃
貸
・�

売
却
・
製�

　造
（
印
刷
）�

市
指
定
様
式
申
請
書

を
郵
送
ま
た
は
持
参�

建
設
省
指
定
様
式

申
請
書
で
、
内
容

を
説
明
で
き
る
人

が
持
参�

市
指
定
様
式
申
請

書
で
、
内
容
を
説

明
で
き
る
人
が
持

参�

平成 13・14年度�

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

●
12
月
９
日
は

「
障
害
者
の
日
」
で
す

長岡市教育委員会表彰
晴れの受賞者
（順不同・敬称略）

▲早くもまちにお目見え
したお正月の風物詩、門
松（長岡郵便局前）

じ
ん

い
み
だ
け

け
ん
ぎ
ゅ
う

た
け
の
こ

し
ょ
く

じ
ょ

ち
く
か
ん

せ
ん

か
ん

ず
い
し
ょ
う

よ
り
し
ろ

し
　
め
な
わ

●
長
岡
看
護
福
祉�

　
専
門
学
校�

長
岡
技
術
●�

科
学
大
学�

●
関
原
自
動
車
学
校�

バ
ス
停
留
所�

田
宮
病
院
前�

田
宮
病
院
●�

駐
車
場
●�

●
桃
李
園�

桜
花
園�

桐
樹
園�

桐
樹
園
診
療
所�

至柏崎�

ＧＳ�
●�

至国営越後丘陵公園�
　　長岡ニュータウン�

至
越
路
町�

至
上
除
町�

404

8

入口�

長岡市障害者�
生活支援センター�

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会
の
ご
案
内

▲ハンディテニススクール
（11月１日）



③
自
転
車
駐
車
場
の
休
日
は
、
１

月
１
日
-
〜
３
日
d
で
す
（
12
月

31
日
の
営
業
時
間
は
午
後
６
時
ま

で
、
４
日
以
降
は
平
常
ど
お
り
）。

④
大
手
通
り
地
下
駐
車
場
、
大
手

口
駐
車
場
、
表
町
駐
車
場
は
、
休

ま
ず
営
業
し
ま
す
（
12
月
31
日
は

午
後
６
時
ま
で
、
１
月
１
日
〜
３

日
は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
、
そ

の
他
の
日
は
平
常
ど
お
り
）。

●
主
な
施
設
の
休
日

①
次
の
施
設
の
休
日
は
12
月
28
日

E
〜
１
月
４
日
E
で
す
。

・
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　

・
市
立
劇
場
　

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
　

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き
や
ま
　

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ふ
そ
き
　

・
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

・
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
　

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
　

・
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

・
産
業
展
示
室
（
ハ
イ
ブ
長
岡
内
）

・
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
　

・
下
川
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　

・
福
戸
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　

・
市
民
体
育
館
・
南
部
体
育
館
　

・
北
部
体
育
館
・
厚
生
会
館
　

・
悠
久
山
屋
内
プ
ー
ル
　

・
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　

・
中
央
公
民
館
　

・
地
区
公
民
館

・
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
中
央
図
書
館
　

・
互
尊
文
庫
　

・
西
地
域
図
書
館
　

・
南
地
域
図
書
館
　

・
北
地
域
図
書
館
　

・
科
学
博
物
館
　

・
郷
土
史
料
館

・
児
童
館

②
次
の
施
設
の
休
日
は
12
月
29
日
F

〜
１
月
３
日
D
で
す
。

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

・
ハ
イ
ブ
長
岡

・
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
ア
ト

リ
ウ
ム

●
本
庁
等
の
窓
口
業
務

市
役
所
の
休
日
は
、
12
月
29
日

f
〜
１
月
３
日
d
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
業
務
に
つ
い
て

は
12
月
29
日
f
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）
ま
で
取
り
扱
い
ま

す
。

①
市
民
課
（
１
階
）

住
民
異
動
届
な
ど
の
各
種
届
出
書

の
受
理
、
戸
籍
や
住
民
票
、
印
鑑

証
明
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
交
付

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

（
厚
生
会
館
隣
）

戸
籍
や
住
民
票
、
印
鑑
証
明
な
ど

の
各
種
証
明
書
の
交
付

③
国
保
医
療
課
（
１
階
）

老
人
保
健
障
害
認
定
、
国
民
健
康

保
険
証
明
書
の
交
付
、
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
（
県
障
医
療
）
・

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
（
県
親

医
療
）
・
老
人
医
療
費
（
県
老
）

・
乳
児
医
療
費
・
幼
児
医
療
費
・

精
神
障
害
者
医
療
費
の
助
成

④
介
護
保
険
課
（
２
階
）

転
出
・
転
入
届
に
か
か
る
介
護
保

険
の
受
給
資
格
証
明
書
・
資
格
者

証
の
交
付
、
要
介
護
認
定
・
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
申
請
受
付

⑤
市
民
税
課
（
２
階
）

法
人
市
民
税
・
軽
自
動
車
税
の
申

告
、
所
得
証
明
な
ど
の
各
種
証
明

書
の
交
付

⑥
資
産
税
課
（
２
階
）

課
税
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
書
の

交
付

⑦
収
納
課
（
２
階
）

市
税
な
ど
の
収
納
事
務
、
納
税
証

明
書
の
交
付
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12
月
31
日
〜
１
月
３
日
の

急
患
診
療
体
制

①
内
科
（
小
児
科
）
と
外
科
は
、

休
日
急
患
診
療
所
1
35
・
８
２
５

５
（
西
千
手
２
の
５
の
１
健
康
セ

ン
タ
ー
内
）
へ

②
歯
科
は
、
休
日
急
患
歯
科
診
療

所
1
33
・
９
６
４
４
（
西
千
手
２

の
５
の
１
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

③
産
婦
人
科
は
在
宅
当
番
医
制
で

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
休
日
急
患

診
療
所
1
35
・
８
２
５
５
へ

④
夜
間
の
当
番
病
院

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

%9

近
年
、
長
岡
市
内
で
被
害
が
あ

っ
た
地
震
と
い
え
ば
、
昭
和
三
十

六
年（
一
九
六
一
）二
月
二
日
に
起

き
た
長
岡
地
震
と
三
十
九
年
六
月

十
六
日
に
起
き
た
新
潟
地
震
を
思

い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
地
震
以
前
と
な
る

と
、
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）の

文
政
の
大
地
震
が
あ
り
ま
す
。

三
条
地
震
と
も
い
わ
れ
る
こ
の

地
震
は
、
文
政
十
一
年
十
一
月
十

二
日
午
前
八
時
こ
ろ
発
生
し
ま
し

た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
六
・
九

と
推
定
さ
れ
、
三
条
町（
三
条
市
）

を
中
心
と
し
て
、
燕
、
見
附
、
長

岡
を
含
む
信
濃
川
下
流
域
で
、
約

千
四
百
人
の
死
者
が
出
ま
し
た
。

長
岡
藩
領
で
は
、
震
源
に
近
い

北
組（
黒
条
・
新
組
地
区
ほ
か
）を

中
心
に
民
家
二
千
軒
以
上
が
全
壊

し
、
死
者
は
四
百
人
を
超
え
ま
し

た
。
城
下
で
も
全
壊
二
百
二
十
軒
、

大
破
七
百
十
一
軒
と
大
き
な
被
害

が
あ
り
、
長
岡
城
も
損
傷
し
ま
し

た
。家

屋
の
耐
震
性
な
ど
を
考
え
る

と
単
純
に
今
と
比
較
で
き
ま
せ
ん

が
、
長
岡
藩
始
ま
っ
て
以
来
の
大

惨
事
で
し
た
。
当
時
の
記
録
に
は

「
大
地
か
ら
青
泥
が
噴
き
あ
が
り
、

堀
や
溝
は
干
あ
が
り
、
大
木
の
枝

は
地
に
つ
き
、
土
蔵
の
屋
根
石
は

残
ら
ず
は
ね
と
ば
さ
れ
る
」
と
あ

り
ま
す
。

地
震
後
、
長
岡
藩
は
領
民
に
各

種
の
手
当
て
米
を
支
給
し
ま
し
た

が
、
莫
大
と
な
っ
た
た
め
幕
府
か

ら
五
千
両
の
貸
与
を
受
け
ま
し
た
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
も
の
で
す
。
「
地
震
横
死
人

諸
霊
魂
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
た
文

政
大
地
震
の
供
養
塔
の
前
に
立
つ

と
、
私
た
ち
に
「
恐
ろ
し
い
災
害

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な

い
」
と
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

文
政
大
地
震
供
養
塔

ぶ
ん

せ
い

お
お

じ

し
ん

く

よ
う

と
う

供養塔の高さは約２メートル。河井
継之助の墓などのある栄凉寺に建てら
れています。長い間の風雪のため傷み
も目立ちます。

▲文政大地震供養塔
（東神田３丁目）

ひ

期
日�

受
付
時
間�

１/１-
  ~３d

12／31�
a

午
前
９
時
〜
　
時
　
分�

午
後
１
時
〜
午
後
２
時
　
分�

午
前
　
時
〜
　
時
　
分�

午
後
１
時
〜
２
時
　
分�

11

30

11

10

3030

30

期
日�

受
付
時
間�

12/31a
~１/３d

午
前
　
時
〜
　
時
　
分�

午
後
１
時
〜
２
時
　
分�

11

30

10

30

長
岡
中
央
綜
合
病
院�

長
岡
赤
十
字
病
院�

長
岡
中
央
綜
合
病
院�

立
川
綜
合
病
院�

・
３
７
０
０�

・
３
６
０
０�

・
３
７
０
０�

・
３
１
１
１�

期
日�

電
　
　
話�

当
番
病
院�

12/31�
a

１/１
-

２�
c

３�
d

1
35

1
28

1
35

1
33

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
学
ぶ
大

学
で
す
。
入
学
試
験
は
な
く
15
歳
以
上
の

人
な
ら
だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

募
集
学
生
＝
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指

す
18
歳
以
上
の
人
の
み
）
、
選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
）、
科
目
履
修
生
（
６
カ
月

間
在
学
）

出
願
期
間
＝
２
月
15
日
e
ま

で

問
い
合
わ
せ
＝
放
送
大
学
新
潟
学
習

セ
ン
タ
ー
1
０
２
５
・
２
２
８
・
２
６
５
１

・
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
私
の
人
権

―
21
世
紀
へ
つ
な
げ
よ
う

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め

よ
う

・
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識

を
育
て
よ
う

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
1
33
・
５
５
１
１
（
法
務
局
）

7
21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所
で
は
、

仕
事
を
し
な
が
ら
育
児
や
介
護
を
し
て
い

る
人
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
よ
う

に
、
育
児
や
介
護
、
家
事
代
行
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
の
送
迎
な
ど
、
あ
な
た
の

保
育
の
お
手
伝
い
を
す
る
保
育
サ
ポ
ー
タ

ー
（
市
内
28
町
内
に
登
録
者
有
り
）
も
紹

介
し
ま
す
。

相
談
時
間
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
）

４
月
１
日
か
ら
「
エ
ア
コ
ン
」、

「
テ
レ
ビ
」、「
冷
蔵
庫
」、「
洗
濯

機
」
の
家
電
４
製
品
は
、
お
金
を

払
っ
て
、
買
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
引

き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に

伴
い
、
家
電
４
製
品
は
市
で
は
収

集
し
な
く
な
り
ま
す
。

引
き
取
っ
て
も
ら
う
方
法
は
？

家
電
４
製
品
を
処
分
す
る
と
き

は
、
製
品
を
購
入
し
た
小
売
店
に

連
絡
を
し
て
、
家
ま
で
引
き
取
り

に
き
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

買
い
替
え
の
場
合
は
、
新
し
い

製
品
を
買
う
と
き
に
、
引
き
取
り

を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
取
り
料
金
は
消
費
者
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
多
大
な
費

用
を
必
要
と
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
費
用
は
、

廃
棄
す
る
人
が
、
小
売
業
者
の
収

集
運
搬
料
金
と
、
製
造
業
者
の
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
を
合
わ
せ
て
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

料
金
は
い
く
ら
か
か
る
の
？

引
き
取
っ
て
も
ら
う
際
に
負
担

す
る
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業

を
効
率
よ
く
行
っ
た
場
合
の
原
価

を
基
準
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

料
金
の
詳
細
は
、
決
定
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

資
源
の
有
効
利
用
を
目
指
し
て
、

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

（
略
称
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」）

が
平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
今

ま
で
粗
大
ご
み
で
収
集
し
て
い
た

電
気
製
品
の
う
ち
、
「
エ
ア
コ
ン
」、

「
テ
レ
ビ
」、「
冷
蔵
庫
」、「
洗
濯

機
」（
「
家
電
４
製
品
」）
の
廃
棄

方
法
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

制
度
の
詳
細
は
今
後
追
っ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

《
償
却
資
産
は
、
申
告
用
紙
が
送

付
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
申

告
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
》

該
当
資
産
が
あ
る
の
に
申
告
用

紙
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
用
紙
が

不
足
し
た
り
し
て
い
る
場
合
は
、

償
却
資
産
係
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

《
主
な
償
却
資
産
の
例
》

①
構
築
物

井
戸
、
庭
園
、
舗
装
路
面
、
門
、

消
雪
設
備
、
フ
ェ
ン
ス
、
広
告
塔
、

側
溝
、
野
立
看
板
な
ど

②
機
械
及
び
装
置

旋
盤
、
ミ
シ
ン
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、

モ
ー
タ
ー
、

プ
レ
ス
機
、

走
行
ク
レ
ー

ン
、
ボ
イ
ラ

ー
な
ど

③
船
舶

一
般
船
舶
、
ボ
ー
ト
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
、
ヨ
ッ
ト
、
漁
船
、
釣
船

な
ど

④
航
空
機

飛
行
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
グ
ラ

イ
ダ
ー
な
ど

⑤
車
両
及
び
運
搬
具

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
台
車
、
構
内

運
搬
具
（
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
、

除
か
れ
ま
す
。）

⑥
工
具
・
器
具
及
び
備
品

コ
ピ
ー
機
、
パ
ソ

コ
ン
、
エ
ア
コ

ン
、
自
動
販
売

機
、
作
業
用
工

具
、
陳
列
ケ
ー

ス
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
償
却
資

産
係
1
39
・
２
２
１
３
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来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
人
の
保
護
者
に
、
入
学
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

に
入
学
す
る
人
の
保
護
者
に
は
、

小
学
校
を
通
じ
て
入
学
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す
。

12
月
25
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転
居

し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学
校
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
1
39

・
２
２
３
９

《
償
却
資
産
と
は
》

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な

ど
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、
土
地

と
家
屋
以
外
で
、
事
業
の
た
め
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
、
器

具
、
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産

を
い
い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。

《
償
却
資
産
は
申
告
制
度
で
す
》

長
岡
市
内
に
償
却
資
産
を
持
っ

て
い
る
事
業
者
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
資
産
所
有
状
況
を
１
月

31
日
ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
ま
で
に
申
告
し
て
い
る

事
業
者
に
は
、
毎
年
12
月
中
旬
に

用
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
新
し
く
事
業
を
始
め
た
人
や
、

前
年
度
ま
で
は
無
資
産
で
も
新
た

に
償
却
資
産
を
取
得
し
た
人
は
、

資
産
税
課
償
却
資
産
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書
を
　

お
届
け
し
ま
す

●
償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

平成13年4月1日から
エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機

の廃棄方法が変わります

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
放
送
大
学
学
生
募
集

■
12
月
４
日
b
〜
10
日
a
は
人
権
週
間

■
働
き
た
い
人
の
育
児
・
介
護
を
応
援

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
新
潟

1
０
２
５
・
２
４
３
・
２
０
２
０

フ
レ
ー
フ
レ
ー


